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従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
特
殊
仮
名
遣
の
研
究
は
主
と
し
て
記
・
紀
・
万
葉
を

中
心
と
し
、
平
安
初
期
に
及
ぶ
種
々
の
辞
書
そ
の
他
の
文
献
資
料
を
下
限
に

一
連
の
国
語
史
的
現
象
と
し
て
そ
の
変
遷
の
あ
と
が
考
察
さ
れ
て
ゐ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
上
代
に
は
な
ほ
成
立
事
情
の
異
な
る
文
献
資
料
が
存
し
、
こ

れ
ら
の
資
料
と
記
・
紀
・
万
葉
の
現
象
と
を
併
せ
て
平
面
的
に
考
察
す
る
こ

と
は
、
言
語
現
象
の
属
す
る
社
会
集
団
・
環
境
及
び
筆
録
者
等
の
条
件
を
考

慮
に
入
れ
な
い
限
り
、
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
ひ
難
い
。
即
ち
、

言
語
の
位
相
差
・
個
人
差
に
注
目
し
つ

4
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
く
正
確
な

記
述
と
相
侠
つ
て
は
じ
め
て
特
殊
仮
名
遣
の
崩
壊
過
程
は
そ
の
全
貌
を
明
ら

か
に
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
小
論
に
お
い
て
ほ
、

特
殊
仮
名
遣
の
見
え
る
凡
て
の
事
例
を
カ
ー
ド
に
と
．
り
、
こ
れ
を
分
類
し
、

個
個
の
事
例
を
前
記
の
如
き
種
々
の
観
点
か
ら
精
密
に
考
察
す
る
こ
と
4
す

る。
そ
の
最
も
著
し
い
事
例
と
し
て
、
従
来
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
ヌ
・
ノ
の
特

殊
仮
名
遣
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
結
論
か
ら
先
に
言
へ
ば
、
凡
て

は

じ

め

tこ

の
事
例
か
ら
帰
納
し
た
結
果
、
ノ
甲
音
を
有
す
る
語
彙
及
び
ノ
甲
音
を
表
記

す
る
専
用
文
字
（
専
用
仮
名
）
の
存
在
は
認
め
難
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

古
代
日
本
語
に
お
い
て
は
ノ
甲
音
は
存
在
せ
ず
、
ヌ
音
及
び
ノ
乙
音
が
認
め

ら
れ
る
一
方
、
ヌ
↓
ノ
甲
の
音
韻
的
派
生
が
後
に
至
っ
て
起
り
、
し
た
が
つ

て
、
ヌ
、
ノ
甲
の
二
重
形
の
問
題
も
そ
の
変
遷
過
程
に
起
っ
た
現
象
と
し
て

把
振
さ
れ
る
。
さ
う
し
て
、
大
体
天
平
宝
字

1

一
一
年
頃
は
こ
の
ノ
甲
と
ノ
乙
は

混
同
さ
れ
る
に
至
っ
た
痕
跡
が
証
明
さ
れ
得
た
。

右
の
結
果
、
従
前
の
如
き
ノ
甲
・
ノ
乙
の
音
韻
対
応
現
象
の
平
行
的
解
釈

ほ
派
生
関
係
と
し
て
把
振
す
べ
く
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
ノ
甲
音

に
限
ら
ず
、
オ
列
甲
類
音
す
べ
て
に
適
応
さ
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
唯
、

ノ
甲
が
ヌ
よ
り
派
生
し
て
ノ
乙
と
混
同
す
る
迄
の
期
間
が
他
の
オ
列
音
に
比

し
著
し
く
短
か
か
っ
た
為
に
、
又
、
ノ
甲
が
ヌ
よ
り
派
生
し
た
時
期
が
他
の

オ
列
甲
類
音
の
場
合
に
比
し
遅
れ
た
為
に
、
龍
麿
以
来
久
し
い
間
定
説
を
見

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
反
面
、
そ
の
た
め
に
か
へ
つ
て
、
こ
の
ヌ
、
ノ
甲
の

混
雑
し
た
現
象
が
そ
の
間
の
事
情
を
よ
く
示
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
特
殊

仮
名
遣
の
新
し
い
―
つ
の
解
釈
を
提
起
し
得
た
と
思
は
れ
る
。

鶴

ー
「
野
」
字
の
訓
の
変
遷
を
め
ぐ
つ
て
|
_

上
代
特
殊
恨
名
遣
の
消
滅
過
程
に
つ
い
て

久
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「
野
」
「
角
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
等
の
一
連
の
語
の
訓
に
つ
い
て
は
、
従

来
ヌ
で
あ
る
か
フ
甲
で
あ
る
か
論
議
が
交
は
さ
れ
定
説
を
見
な
か
っ
た
。
最

近
、
大
野
晋
氏
は
「
奈
良
時
代
の
ヌ
と
ノ
の
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
（
万
葉
第

十
二
号
）
」
と
い
ふ
論
文
を
発
表
さ
れ
て
、
蔑
字
音
の
面
よ
り
ノ
甲
で
あ
る

と
い
ふ
結
論
を
導
き
出
さ
れ
た
。
従
来
例
外
と
さ
れ
て
ゐ
た
例
も
、
奴
・
怒

．
努
等
の
文
字
が
互
に
通
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ヌ
・
ノ
甲
に
複
用
さ
れ
て
ゐ
る

丑
1
]

こ
と
に
よ
り
例
外
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
改
が
ら
、
年
葉
集

ヌ

の
「
麻
斯
提
斯
農
波
由
（
五
・
八

0
二
）
」
、
古
事
記
の
「
都
奴
臣
・
都
奴
賀
」

兵町
21]

等
は
な
ほ
例
外
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
は
有
坂
秀
枇
博
士

と
同
様
二
重
形
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、
大
野
氏
の
論
説
ー
ー
上
古
音
・
中
古
音
等
、
ど
の
時
代
の
中
国
語
音

を
反
映
し
て
ゐ
る
か
を
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
ー
ー
は
漠
字
音
で
表
記
さ
れ

た
上
代
の
国
語
を
考
察
す
る
場
合
、
極
め
て
霊
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
我
国

の
当
時
の
表
記
者
達
が
如
何
な
る
国
語
音
を
表
記
す
る
の
に
用
ゐ
た
か
を
帰

納
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
看
過
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
。
と
言
ふ
の

は
、
オ
列
蜀
韻
の
甲
類
は
ウ
列
音
と
交
替
し
、
日
本
書
記
に
よ
れ
ば
、
奴
・
怒

．
努
は
素
・
図
．
漏
等
の
字
母
と
同
様
に
オ
列
甲
類
と
ウ
列
の
仮
名
に
複
用

さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
等
の
語
の
訓
は

「
ヌ
」
「
ク
ヌ
シ
」
「
ジ
ヌ
プ
」
で
あ
る
か
「
／
」
「
ク
位
」
「
扉
プ
」

で
あ
る
か
、
或
い
は
、
二
者
交
替
し
て
二
重
形
が
存
し
た
の
か
、
叉
そ
の
二

璽
靡
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
、
二
重
形
の
も
と
の
形
は

「
ヌ
」
「
ク
ヌ
ジ
」
「
ジ
ヌ
プ
」
で
あ
る
か
、
「
／
」
＇
「
夕
虎
ジ
」
「
扉

プ
」
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
上
に
、
も
し
大
野
氏
が
言
は
れ
る
様
に
、
．
そ
れ

H 

（二）

甲

ら
を
表
記
す
る
字
母
奴
・
怒
・
努
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ヌ
」
と
「
ノ
」
に
複
用
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
渡
字
音
に
よ
っ
て
は
解
決
す
べ
き
手
が
か
り
が
薄
い
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
文
字
は
視
覚
を
通
し
て
の
言
語
伝
達
の
一
手
段
で
あ

る
か
ら
、
文
字
に
如
何
に
恣
意
性
が
あ
ら
う
と
も
、
言
語
が
通
じ
る
為
に

は
、
や
は
り
文
字
を
駆
使
し
て
の
表
記
に
は
一
定
の
法
則
性
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
言
語
の
社
会
的
事
実
を
犯
し
て
表
記
さ
れ
た
場
合
は
、
伝

達
と
い
ふ
目
的
は
達
し
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
で
述
べ
る
や
う

に
、
当
時
の
人
々
の
用
字
意
識
や
用
宇
法
を
一
応
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
人
々
は
曖
昧
な
表
記
法
を
か
な
り
避
け
て
ゐ
る
か
ら
で

甲

J

)

あ
る
。
例
へ
ば
、
「
ヌ
」
」
の
場
合
を
除
く
と
、
国
語
の
U

音
と
0

音

「

に
複
用
さ
れ
て
ゐ
る
漢
字
の
原
音
が
使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ウ
列
音
を
有

す
る
語
で
あ
る
か
、
甲
類
の
オ
列
音
を
有
す
る
語
で
あ
る
か
が
す
で
に
明
瞭

な
語
で
あ
り
、
叉
一
方
、
あ
る
語
が
所
謂
二
重
形
を
有
す
る
も
の
で
も
、
そ

れ
を
表
記
す
る
仮
名
宇
節
は
二
音
に
複
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ウ
列
音
か
甲

類
の
オ
列
音
か
い
づ
れ
か
を
一
方
に
し
か
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
問
題
は

生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
前
述
し
た
如
く
、
中
国
の
漠
字

音
を
如
何
な
る
国
語
音
の
表
記
に
宛
て
た
か
を
、
資
料
毎
・
表
記
者
毎
に
考

察
し
、
そ
れ
よ
り
帰
納
的
に
結
論
を
見
出
す
べ
き
必
要
性
を
痛
感
す
る
の
で

あ
る
。古

事
記
・
万
葉
集
に
於
い
て
は
、
奴
は
完
了
・
打
消
の
助
動
詞
等
の
「
ヌ
」

を
表
記
す
る
に
用
ゐ
ら
れ
、
努
・
怒
は
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
等
を
表

記
す
る
に
用
ゐ
ら
れ
て
、
表
記
字
母
の
上
に
判
然
と
区
別
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
の
一
連
の
語
が
「
ヌ
」
音
と
違
っ
た
音
を
有
し
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て
ゐ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
様
に
、
奴

と
怒
．
努
と
を
区
別
し
て
使
用
し
た
の
は
上
代
文
献
で
も
古
事
記
・
万
葉
集

（
巻
五
の
憶
良
歌
の
一
部
・
巻
十
四
の
一
部
・
巻
二
十
の
防
人
歌
そ
の
他
一

部
の
例
外
を
除
く
）
．
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
現
象
と
言
は
ね

ば
な
ら
な
い
。

敏
達
天
畠
を
表
記
し
た
も
の
に

葵
奈
久
羅
布
刀
多
庶
斯
岐
乃
鴨
己
等
（
天
寿
国
曼
茶
顎
繍
帳
銘
）

怒
那
久
良
布
刀
多
庶
斯
支
天
皇
（
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
）

沼
名
倉
太
玉
敷
命
（
記
下
）

湾
中
倉
太
珠
敷
尊
（
紀
巻
十
九
・
ニ
十
・
ニ
十
ニ
・
ニ
十
一

1

一）

の
如
き
例
が
あ
る
。
庭
・
詔
・
淳
は
す
べ
て
「
ヌ
」
音
を
表
は
し
て
を
り
、
‘

上
宮
聖
練
法
王
帝
説
の
怒
字
も
「
ヌ
」
音
を
表
は
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
。
古
事
記
・
万
葉
集
の
怒
．
努
字
の
使
用
例
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
異
例
で

あ
る
が
、
怒
．
努
を
「
ヌ
」
の
仮
名
字
母
と
し
て
使
用
し
た
例
は
こ
れ
に
止

ま
ら
な
い
．
o

正
倉
院
文
書
の
大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
帳
に
、
イ
ヌ
・
キ
ヌ
等
「
ヌ
」

音
を
表
記
し
た
人
名
が
多
く
見
え
て
ゐ
る
。
そ
の
戸
籍
帳
に
見
え
る
人
名
に

は
動
物
名
が
多
く

(+1一
支
の
動
物
名
が
多
い
）
、
刀
良
・
虎
、
比
都
自
・

羊
、
多
都
・
瀧
等
と
同
様
に
、
イ
ヌ
・
キ
ヌ
の
仮
名
表
記
も
、
犬
麻
呂
・
犬

売
・
犬
手
・
犬
・
小
犬
、
衣
麻
呂
・
衣
売
・
真
衣
売
と
同
じ
く
犬
・
衣
を
表

ほ
し
た
も
の
と
考
へ
て
よ
い
か
と
思
ふ
。
今
、
戸
籍
隈
を
里
毎
に
表
に
し
て

み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
註
〕
一
は
大
日
本
古
文
書
第
一
巻

数
字
は
頁
数
を
示
す

ところで、加毛郡半布里以外は「ヌ」の仮名に奴を用ゐ、加毛

」
甲

」甲
郡半布里は怒を使用してゐる。半布里のみが「イ「キと

音韻が相違してゐたとは考へられない。注意すべきことは、大宝

1一年御野国戸籍帳における各郡の表記者はそれぞれ相違し、それ
[註3]

が表記字母にも反映して各々特色を示してゐることである。怒に

しても加毛郡半布里の戸籍の表記者の用字が反映したものであ

牛：加 中各 栗本
春味 II 

布毛 牟 栖聟 部 蜂
太 間

里~ 郡 里郡 里~ 郡 里郡
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賣＾ ＾ 賣＾＾ ． 
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＾ ヌ

-• 7. 8 45 
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27 ． 
58ツ 、- 29 二， 8 ＾ ． 
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ヽ 、一
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ヌ

79 一

~ 80 
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り
、
当
然
「
ヌ
」
音
を
表
記
し
た
仮
名
字
母
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
即

ち
、
大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
帳
に
お
い
て
は
、
怒
・
奴
ほ
共
に
同
音
「
ヌ
」

を
表
記
し
た
字
母
と
見
て
差
支
へ
な
い
。
鴨
奴
麻
売
、
哀
怒
売
、
蒲
怒
庶
売

甲

御
奴
良
売
等
の
奴
・
怒
も
「
」
で
な
く
「
ヌ
」
を
表
記
し
た
仮
名
字
母
と

ノ

い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

．
養
老
五
年
戸
筍
帳

28)

伊
房
売
（
大
日
本
古
文
雲
（
以
下
大
古
と
略
す
）
第
一
巻
pZ

伊
怒
比
売
（
記
・
上
）

一
豆
乃
善
有
良
努
行
爾
在
（
天
平
元
年
・
続
紀
宜
命
第
七
詔
）

の
努
・
怒
も
「
ヌ
」
音
を
表
記
し
た
仮
名
字
知
で
あ
る
。
叉
、
同
一
人
物
を

表
記
す
る
に
当
つ
て
、
努
・
奴
を
通
用
さ
せ

一
巻
魯
）

a

主
典
美
奴
連
（
天
平
勝
宝
一
ー
一
年
大
古
十
一

同
十
七
巻
plg)

判
官
美
奴
連
「
奥
万
呂
」
（
天
平
神
設
二
年

別
当
大
判
官
美
奴
連
（
宝
亀
元
年

と
表
記
す
る
一
方

，
 

d

美
努
主
典
奥
庶
呂
（
天
平
勝
宝

1

一
年
同
十
一
巻
41)

p
 

5
 

e
判
官
美
努
連
「
奥
万
呂
」
（
神
獲
景
雲

1

一
年
同
十
七
巻
10)

p
 

8
 

f

別
当
大
判
官
美
努
連
（
神
渡
果
雲
四
年
同
十
七
巻
25)

p
 

と
表
記
し
て
ゐ
る

(
a
.
b
.
c
.
d
.
e
.
f
は
皆
同
一
人
物
）
。
更
に

一
巻

p388)

美
努
久
売
（
天
平
元
年
近
江
国
志
何
郡
計
帳
大
古

`~ 

け
町
誓
R

（

天

平

六

年

右

同

一

巻

p622)

3
 

)

j
美
努
足
人
（
天
平
十
年
大
古
七
巻

p
1
4
)

ロ（
美
奴
足
人
（
天
平
十
一
年
同
七
巻

p413)

c
 

b
 

同

同
十
八
巻
壱

羹
一
人
智
努
（
塁
勝
宝
四
年
同
十
二
巻
品
）

」
大
夫
文
室
真
人
脊
努
（
天
平
勝
宝
九
年
同
四
巻

p225)

大
夫
文
室
真
人
珍
努
（
天
平
宝
字
元
年
続
記
醐
釦
国
史
大
系
229)

“>． 

参
議
文
屋
真
人
智
奴
（
天
平
宝
字
一
一
年
大
古
四
巻
p
碑
）

)

j
山
公
美
努
久
万
呂
（
天
平
宝
字
六
年
大
古
十
五
巻

p192)

二
＇
ー
'

山
公
美
奴
久
万
呂
（
天
平
宝
字
六
年
同
五
巻
p
2
1
1
)

の
例
も
、
い
回
り
白
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
と
思
は
れ
る
か
ら
、
努
．
奴
ほ

共
に
通
用
し
た
例
で
あ
っ
て
、
奴
字
が
「
ヌ
」
音
を
表
記
す
る
に
し
か
用
ゐ

ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
よ
り
推
し
て
努
字
も
「
ヌ
」
音
を
表
は
し
た
も
の
と
考

，
 

へ
ら
れ
る
。
「
美
奴
久
女
（
天
平
十
二
年
大
古
一
一
巻
27)
」
「
美
努
久
売
（
天

8

p

 

平
十
四
年
大
古
一
一
巻
32)
」
も
、
同
一
人
物
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
が
、

p
 

奴
・
努
は
「
ヌ
」
音
を
表
は
し
て
ゐ
る
と
見
て
差
支
へ
な
か
ら
う
。
（
註

a

b
c
回
吋
回
の
「
奴
」
は
或
い
は
「
努
」
「
怒
」
の
略
体
文
字
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
一
應
略
体
文
字
と
は
考
へ
な
い
で
考
察
し
た
）

出
雲
風
土
記
に
お
い
て
も

伊
農
郷
本
字
伊
努
（
秋
鹿
郡
）

出
雲
国
伊
農
郷
坐
。
赤
食
伊
農
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
能
命
之
后
。
天

甕
津
日
女
命
。
国
巡
行
坐
時
至
坐
此
処
而
詔
。
伊
農
波
夜
詔
。
故
云

誓

（

迂

言

闘

麟

誌

噸

）

疇

疇

已

麟

（

秋

鹿

郡

）

伊
努
郷
本
字
伊
農
（
出
霙
郡
）

伊
努
郷
・
・
・
・
・
・
国
引
坐
意
美
豆
努
命
御
子
。
赤
会
伊
努
意
保
須
美
比
古
佑

．
神
亀
一
一
一
年

倭
気
命
之
社
。
即
坐
郷
中
。
故
云
伊
努
（
出
睾
郡
）

改
字
伊
努

伊
努
社
（
秋
鹿
郡
）
。
伊
農
社
（
出
雲
郡
）
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活
田
郷

沼
田
郷
・
・
・
・
・
・
宇
乃
治
比
古
命
以
爾
多
水
而
。
御
乾
飯
爾
多
爾
食
坐
詔

．

神

亀

三

年

而
。
爾
多
負
給
之
然
則
可
謂
爾
多
郷
与
今
人
猶
云
努
多
耳
改
字
沼
田

扉
縫
郡
）

布
都
努
志
術
（
意
宇
「
二
回
」
秋
鹿
・
神
門
、
出
霙
の
各
郡
）

〔
神
代
紀
下
「
経
津
主
神
」
と
あ
る
〕

阿
陀
加
夜
努
志
多
伎
吉
比
売
命
（
神
門
郡
）

〔
出
雲
風
土
記
は
、
田
中
卓
氏
「
校
訂
出
翼
風
土
記
」
に
よ
る
（
出
芸

国
風
土
記
の
研
究
所
収
）
〕

の
如
く
、
努
は
専
ら
「
ヌ
」
音
を
表
記
す
る
に
使
用
し
て
い
る
。

万
葉
集
に
お
い
て
も
、
写
本
に
異
同
が
あ
る
か
ら
碓
実
な
例
と
は
な
し
雖

、?n‘
し
カ

許
夜
斯
努
礼
（
五
・
七
九
六
憶
良
但
ジ
園
「
許
夜
斯
奴
努
礼
」
二
作
ル
）

の
「
努
」
も
「
ヌ
」
の
仮
名
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
次
の
一
一
例
も

智
弩
壮
士
（
九
・
一
八

0
九
司
叫
「
弩
」
二
作
JV

川
園
「
努
」
仙
覚

「奴」）

八
―

-
f
J
l
園

乱

国

叫

「

努

」

二

作

ル

司

陳
努
壮
士
拿
九
・
一

「奴」）

藍

京

の
如
く
、
弩
．
努
と
あ
る
本
文
に
依
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
弩
．
努
も
「
廊
詔

壮
士
（
九
・
一
八

0
九
）
」
の
例
か
ら
し
て
「
こ
の
仮
名
と
す
べ
き
で
あ
る
。

佐
波
太
奈
利
努
乎
（
十
四
・
―
―
―
―
―
―
九
五
園
国
国
叫
竺
訂
網
叫

ニ
コ

Jv

司
叫
「
怒
」
―
一
作
ご

欲
太
知
伎
努
可
母
（
十
四
・
三
四
八

O
)

於
伎
低
伎
努
可
母
(
+
四
・
『
一
五
二
七
）

由
伎
加
豆
努
加
毛
（
二
十
•
四
三
四
一
駿
河
国

本
字
努
多
（
楯
縫
郡
）

元l
類

古 l
神］

細 l

叫
司
網
叫
―
ョ
ル
叫
吋
「
奴
」
―
―
作
ル
）

和
須
例
努
努
加
毛
（
二
十
•
四
三
四
四
右
同
）

伊
努
礼
等
愕
(

1

1

+
•
四
三
五
一
上
総
国
）

古
与
豆
伎
怒
加
牟
（
二
十
•
四
四0
1―
―
信
濃
国
）

等
の
努
．
忍
は
東
歌
・
防
人
歌
に
見
え
る
例
で
あ
っ
て
、
方
言
的
特
徴
を
考

甲

慮
す
る
と
「
ヌ
」
で
あ
る
か
」
で
あ
る
か
珈
定
出
来
な
い
。
し
か
し
、

「

打
消
・
完
了
の
助
動
詞
の
「
ヌ
」
や
ナ
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
イ
ヌ
＞
」
に

使
用
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東
歌
・
防
人
歌
に
お
け
る
他
の
例
即
ち
、

打
消
・
完
了
の
助
動
詞
の
「
ヌ
」
等
は
中
央
語
と
同
じ
く
「
ヌ
」
の
仮
名
で

表
記
さ
れ
て
ゐ
る
故
、
努
・
怒
も
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
し
た
例
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ら
う
。

正
倉
院
文
書
大
宝
二
年
筑
荊
国
戸
籍
帳
に
見
え
る

。

大
家
部
予
、
年
五
十
参
蔵
、
正
丁
（
大
古
一
巻

p
1
2
)

ー

掠
米
LJ
弩
豆
、
年
参
拾
捌
歳
、
正
丁
（
同
一
巻

p
l
l
)

の
弩
も
「
ヌ
」
の
仮
名
で
は
な
か
ら
う
か
。

奴
豆
由
良
久
但
（
顕
宗
記
）

奴
底
喩
羅
倶
慕
与
（
紀
・
巻
十
五
）

の
「
奴
豆
」
「
奴
底
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

肥
前
風
土
記
松
洞
郡
の

即
魏

i

篠
原
村
一
篠
謂
孟
心
弩
ー
（
諸
本
「
弩
」
―
一
作
凡
南
葵
文
庫
本

「
奴
」
二
作
む
）

志
怒
波
羅
能
'
・

佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
発

霞
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
に
よ
る
佐
賀
県
郷
土
研
究
会

粁
p117
参
照
〕

の
弩
・
怒
は
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
し
た
か
、
「
屑
」
の
仮
名
と
し
て

使
用
し
た
か
用
例
が
阪
ら
れ
断
定
は
出
来
な
い
が
、
同
歌
に
「
佐
比
登
由
髯

75 
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（
さ
一
夜
も
）
」
と
夜
が
「
ュ
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
叉
後
に
述
べ
る
や
う

に
、
古
く
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」
等
の
訓
は
「
ヌ
」
「
ヌ
ヌ

ジ
」
「
ジ
ヌ
プ
」
「
ツ
ヌ
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
一

連
の
語
に
属
す
る
「
篠
」
の
訓
も
「
ジ
ヌ
」
と
考
へ
ら
れ
、
弩
．
努
は
「
ヌ
」

の
仮
名
と
見
倣
さ
れ
る
。

豊
後
風
土
記
大
野
郡
網
磯
野
に

小
竹
鹿
奥
叫
望
志
努
汗
意
杓
一

と
見
え
る
「
志
努
」
も
他
に
用
例
が
な
い
か
ら
「
ジ
ヌ
」
か
「
ジ
屑
」
か
即

甲

ち
こ
A

の
努
は
「
ヌ
」
の
仮
名
か
「
」
の
仮
名
か
決
定
す
る
こ
と
は
出
来

ノ

な
い
。か

や
う
に
、
古
事
記
・
万
葉
集
（
東
歌
中
の
前
掲
し
た
一
一
一
例
・
防
人
歌
・

巻
五
の
憶
良
歌
の
一
部
そ
の
他
一
部
の
例
外
を
除
く
）
以
外
の
書
紀
（
別
に

考
慮
す
べ
き
）
そ
の
他
の
文
献
で
は
、
怒
・
努
・
弩
と
奴
は
区
別
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
通
用
さ
せ
て
「
ヌ
」
の
仮
名
に
使
用
し
、
努
・
怒
等
の
字
班

を
「
月
」
の
仮
名
に
奴
を
「
ヌ
」
の
仮
名
に
区
別
し
て
用
ゐ
た
と
思
は
れ
る

ノ

確
実
な
例
は
見
当
ら
な
い
。
農
は
専
ら
「
ヌ
」
の
仮
名
に
し
か
用
ゐ
ら
れ

ず
、
濃
に
し
て
も

-
＝
濃
国
（
記
上
他
に
「
三
野
国
（
例
へ
ば
中
巻
）
」
の
例
あ
り
）

美
濃
（
国
）
（
紀
・
巻
ニ
・
六
・
七
・
十
六
・

1

一
十
五
・
ニ
十
六
・
ニ

十
八
・
ニ
十
九
．
―
-
平
＇
等
）

美
濃
国
（
万
葉
集
巻
六

・
1
0一
二
四
題
詞
）

芙
濃
国
（
和
銅
二
年
（
正
倉
院
文
雲
）
大
古
七
巻

pz)

芙
濃
経
紙
（
正
倉
院
文
書
例
多
し
）
―
―
一
濃
船
長
（
正
倉
院
文
轡
例
多
し

「
三
野
船
長
・
美
努
船
長
」
と
も
表
記
す
）

芙
濃
里
（
播
磨
風
土
記
紡
磨
郡
）

信
濃
国
（
記
巻
七
・
十
四
・
ニ
十
ニ
・
ニ
十
五
等
）

信
濃
（
万
葉
集
巷
―
-
。
九
六
・
九
七
等
）

信
濃
虫
万
呂
（
正
倉
院
文
書
例
へ
ば
大
古
十
巻

p
5
6
p
5
7
p
5
8
等）

〔
皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
東
大
寺
要
録
等
・
す
べ
て
「
美
濃
」
「
信
濃
」
と

表
記
し
て
ゐ
る
〕

等
に
使
用
さ
れ
、
古
く
御
野
・
一

1

一
野
・
科
野
と
も
表
記
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を

思
ふ
と
、
或
い
は
「
屑
」
の
仮
名
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
方

あ
り
こ
せ
ト
か
も

有
巨
勢
濃
香
毛
（
万
葉
集
巻
ニ
・
―
―
九
）

累
麟
言
暉
（
同
巻
―
―
-
•
四
五
〇
ノ
一
云
）

鸞
応
累
紐
岬
（
同
巻
十
五
・
一
1

一
六
六
一
ノ
一
云
）

（
同
巻
十
九
•
四
一
五
六
）

と

ほ

り

て

卜

れ

ぬ

等
宝
利
氏
濃
礼
奴

ば
ら
＂
ち
ほ

波
避
潤
知
波
（
紀
巻
九
）

5
た

だ

し

し

さ

さ

子
多
肌
濃
芝
作
沙
（
紀
・
巻
九
）

の
如
く
、
明
ら
か
に
「
ヌ
」
の
仮
名
に
用
ゐ
て
ゐ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
や

う
に
、
甲
ノ
音
専
用
の
仮
名
字
艇
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
甲
ノ
音

専
用
の
仮
名
字
母
が
存
在
し
な
い
の
は
、
元
来
、
ノ
甲
と
い
ふ
音
韻
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
音
韻
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
文
字
が
存

在
す
る
筈
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
甲
ノ
音
が
も
と
も
と
存
在
し
た
と

す
れ
ば
、
怒
・
努
・
奴
の
湮
字
音
が
我
が
国
の
〔
n
o〕
音
を
表
は
す
に
最
も

適
当
な
文
字
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
[
n
u
〕
音
を
表
記
す
る
に
専
ら
使
用
さ
れ

て
、
肝
心
な
〔
n
o〕
音
を
表
記
す
る
専
用
仮
名
が
全
く
見
出
さ
れ
な
い
と
い

ふ
珍
ら
し
い
現
象
が
起
り
得
る
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
、
〔
n
u
〕
音
を
表
記
す

る
に
滴
応
し
た
洪
字
音
を
有
す
る
文
字
が
な
か
っ
た
た
め
、
努
・
怒
・
奴
等

を
「
ヌ
」
の
仮
名
字
艇
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

6
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例
へ
ぼ
同
韻
の
菰
ぱ
我
が
国
の
〔
to)
音
を
表
は
す
に
最
も
適
し
て
ゐ
る
に

も
拘
ら
ず
、
「
ツ
」
に
適
応
し
た
漢
詈
日
を
も
っ
た
文
字
が
な
か
っ
た
た
め

専
ら
「
ツ
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
、
「
叫
」
を
表
記
す
る
に
は
別
に
専

用
仮
名
の
厚
韻
の
平
・
豪
韻
の
九
が
存
在
す
る
や
う
に
、
当
然
甲
ノ
音
を
表

記
す
る
専
用
の
仮
名
字
挺
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
ノ
甲

の
専
用
仮
名
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
所
謂
母
韻
調
和
に
お
い
て
、

甲
シ

甲
甲
．

オ
列
甲
類
音
の
結
合
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
語
ー
例
へ
ば
、
モ
モ

甲
．
ア
甲
甲
．
甲
甲
（
描
む
音
）
等
（
こ
れ
ら
の
中
に
は
更
に
分
け
ら
れ
る

ノ

ソ

ソ

コ

コ

も
の
も
あ
る
）
ー
は
十
指
に
も
満
た
な
い
程
非
常
に
少
な
く
、
オ
列
音
の
結

合
に
よ
る
語
構
成
は
殆
ん
ど
乙
類
で
あ
っ
て
、
数
に
お
い
て
も
比
較
に
な
ら

な
い
と
い
ふ
事
実
と
音
韻
上
の
同
一
事
惰
に
基
く
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、

罰
4
]

オ
列
甲
類
音
は
本
来
の
も
の
で
な
く
派
生
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
甲
ノ
音
も

そ
の
例
に
も
れ
ず
、
古
く
は
ノ
甲
の
音
韻
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
発
生
も
他
の

ま
列
音
に
比
し
、
比
較
的
新
し
く
生
じ
た
音
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
な
ほ
、

記
（
彼
処
）
、
記
（
此
処
）

イ
ヅ
pl
（
何
処
）
〔
ミ
ヤ

T
の

4
は
派
生
音
と
考
へ
ら
れ
る
〕

オ
ク
jJI
（
奥
処
）
・
ヨ
ス
川
（
寄
処
）

と
同
じ
く
場
所
を
表
ほ
す
賭
樅
成
に
お
い
て
も
、
陰
性
母
音
〔

S
に
対
す

る
陽
性
毎
音
は
〔
u
〕
叉
は
〔
a)
で
あ
る
。
格
助
詞
に
「
ノ
乙
」
と
「
ナ
」

が
あ
る
の
も
同
一
事
惰
に
よ
る
も
の
で
、
音
節
結
合
の
法
則
で
は
あ
る
が
、

〔6
〕
に
対
応
す
る
も
の
が
〔
o
〕
で
な
く
、
后
〕
叉
は
〔
a
〕
で
あ
る
こ
と

は
大
い
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
更
に
大
野
晋
氏
が
言
は
れ
る
や
う
に
〔
「
日

本
語
と
朝
鮮
語
と
の
語
羹
の
比
較
に
つ
い
て
の
小
見
（
言
論
文
学
）
〕

(Al 

fadara-fi>dor 01
（築）

tanabikuー

tonobiku
(溢涼一）

t
a
n
a
g
u
m
o
r
iー

t
o
n
o
g
u
m
o
r
i
(
茎
輝
ご

t
a
w
a
w
a
-
t
o
w
o
w
o
 (澤）

kata-koto (
)
t・
器
）
~

等
の
如
く
、

[
S
に
対
し
て
は
〔
a
〕
が
対
応
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
か
A

る
語
桐
成
法
は
更
に
複
雑
な
形
で
古
代
朝
鮮
語
に
も
認
め
ら
れ
、
他
の
ウ
ラ

ル
・
ア
ル
タ
イ
系
言
語
中
い
く
つ
か
の
言
語
に
も
認
め
ら
れ
る
ら
し
い
）

IBl陽
性
母
音
の
結
合
に
お
い
て
、
有
坂
博
士
の
言
は
れ
る
同
一
結
合
単
位

に
お
け
る
、
ア
列
音
・
オ
列
甲
類
音
の
結
合
、
ウ
列
音
・
オ
列
甲
類
音
の
結

合
に
よ
る
語
の
他
に
、
ア
列
音
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
語
、
例
ヘ

ギ
6

7
1叫
（
赤
）
・1
1八
7
1（
惜
）
•
7
1
4
3
1
1
（
数
多
）
・
1
1叶

（
麻
・
浅
．
加
）
．
叫

311
（
形
・
肩
．
片
）
川

4
（川）

．．．．．． 
等

ウ
列
音
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
語
、
例
へ
ば

ー

ー

1

ー

1

•
ウ
ッ
ク
ジ
（
愛
）
・
ス
ス

ッ
ュ
（
露
）
・
ウ
ッ
ツ
（
現
）

（
鈴
）
．

7

7
キ
（
薄
）
…
…
等

ァ
列
音
と
ウ
列
音
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
語
、
例
へ
ば

ー

1
ー

ー

1

7
1
T
（
鮎
）
・

17171
（
占
・
浦
・
心
）
・
ア
ズ
サ
（
梓
）
・
ク
サ

（草）

．．．．．． 
等

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
有
坂
博
土
の
言
は
れ
る
ア
列
音
・
オ
列
甲
類
音
及

び
ウ
列
音
・
オ
列
音
甲
類
音
の
結
合
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
語
よ
り
も
造
か
に

多
く
、
オ
列
乙
類
音
の
結
合
に
よ
る
語
群
に
対
応
す
る
も
の
は
、
ア
列
音
叉

は
ウ
列
音
・
或
い
は
ア
列
音
と
ウ
列
音
の
結
合
に
よ
り
梱
成
さ
れ
た
語
群
で

は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
け
れ
ば
な
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前
項
で
述
べ
た
や
う
に
、
オ
列
音
の
結
合
に
よ
る
語
形
成
は
殆
ど
乙
類
に

限
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
と
、
〔
巳
に
対
応
す
る
艇
韻
は
〔
0

〕
で
は
な

＜
〔
U
〕
叉
は
〔
a
〕
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
、
陽
性
母
音
の
結
合
に
よ

る
語
構
成
は
、
ア
列
音
・
ウ
列
音
の
結
合
に
よ
る
語
が
オ
列
甲
類
音
を
含
む

語
よ
り
も
活
か
に
多
い
こ
と
、
甲
ノ
音
を
有
す
る
語
は
す
べ
て
二
重
形
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
古
事
記
・
万
葉
集
以
外
で
は
、
怒
．
努
・
弩
・
奴

・
農
．
濃
の
文
字
が
専
ら
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
甲
ノ
音
の
専

用
仮
名
が
な
い
と
い
ふ
五
つ
の
事
実
は
、
古
く
甲
ノ
音
が
存
在
し
な
か
っ
た

「甲

こ
と
を
傍
証
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
し
た
が
つ
て
、
」
を
有
し
て
ゐ
る

語
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
一
連
の
語
萱
ー
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」

「
篠
」
等
ー
の
訓
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
必
要
が
当
然
起
き
て
く
る
の
で

あ
る
。そ

こ
で
今
一
度
、
正
倉
院
文
書
の
大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
頼
に
目
を
転
じ

（三）

ら
な
い
が
、
紙
数
の
閃
係
と
煩
瑣
を
さ
け
る
た
め
、
こ
4

で
は
指
適
す
る
に

止
め
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
す
る
）

c
ウ
列
音
と
オ
列
甲
類
音
の
交
替
に
よ
る
二
重
形
は
、
例
へ
ば
、
タ

Pl

フ
ラ
↑
↓
タ
ー
ム
ラ
、
ジ
叶
ク
↑
↓
イ
チ
ヂ

Plク
、
ナ

T
タ
ケ
↑
↓
ナ

T
タ

ヶ
、
ナ
グ
サ

4JV↑
↓
ナ
グ
サ
叶
ル
、
マ

AI
ミ
の
綱
↑
↓
マ

YIミ
の
鏡
：
．
等

か
な
り
存
在
す
る
が
、
甲
ノ
音
を
有
す
る
語
と
考
へ
ら
れ
る
語
即
ち
野
・
楽

し
、
偲
ふ
・
角
・
篠
等
は
す
べ
て
、
二
重
形
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
他
の
オ

列
甲
類
音
に
お
け
る
二
重
形
と
は
同
一
祝
さ
れ
な
い
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
固
閻
c
の
事
実
は
、
前
記
の
推
定
を
助
け
る
も
の
と
思
は

れ
る
。

て
み
た
い
と
思
ふ
。
こ
の
戸
籍
帳
に
お
け
る
怒
・
奴
は
飾
述
の
如
く
通
用
さ

せ
て
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
か
ら
、
鴨
奴
庶
売
・
其
怒
売

．
醐
怒
麻
売
・
御
奴
良
売
等
の
奴
・
怒
も
「
ノ
甲
」
で
な
く
「
ヌ
」
を
表
記

し
た
音
仮
名
と
見
て
差
支
へ
な
か
ら
う
。
し
た
が
つ
て
、
前
掲
し
た
表
に
よ

り
、
三
野
麻
呂
・
三
野
売
・
麻
野
比
売
・
麻
野
売
の
「
野
」
字
も
ヌ
音
を
表

記
し
た
訓
仮
名
で
あ
る
と
見
る
の
が
、
こ
の
戸
籟
帳
の
人
名
・
人
名
表
記
の

傾
向
か
ら
し
て
も
妥
当
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
野
が
ヌ
音
を
表
は
す
訓
仮

名
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
同
戸
籍
帳
半
布
里
の

都
野
（
大
古
一
巻

p
5
9
p
6
6
ニ
例

p
6
7
)

都
野
麻
呂
（
同
一
巻

p75
一一例）

の
野
も
当
然
「
ヌ
」
の
訓
仮
名
と
考
へ
ら
れ
、
「
野
」
の
訓
か
「
ヌ
」
で
あ

っ
た
時
期
の
存
し
た
こ
と
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
都

野
」
「
都
野
庶
呂
」
の
「
ツ
ヌ
」
は
同
戸
籍
帳
本
簑
郡
の

小
角
売
（
大
古
一
巻
p
2
5
)

戸
主
角
麻
呂
（
同
一
巻

p
7
)

戸
主
蒐
真
角
（
同
一
巻

p
7
)

次
小
肯
（
同
一
巻

p
7
)

同
戸
筈
扱
山
方
郡
の

嫡
子
大
角
（
同
一
巻
p
5
2
)

等
の
「
角
」
と
同
意
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
古
事
記
中
巻
の
饂
霞
」

「
霰
巴
費
」
も
「
角
」
の
訓
が
古
く
で
ッ
ヌ
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し

て
、
始
め
て
古
語
の
反
映
し
た
も
の
と
し
て
理
会
す
る
{
)
と
が
出
来
る
。
少

く
と
も
、
大
宝
の
初
め
頃
は
「
野
」
「
角
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
篠
」
等

の
一
連
の
語
彙
の
訓
は
「
ヌ
」
「
ツ
ヌ
」
「
タ
ヌ
ジ
「
シ
ヌ
フ
」
「
ジ
ヌ
」

が
有
力
で
あ
っ
た
ら
う
と
推
断
す
る
の
は
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
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と
こ
ろ
で
、
大
宝
戸
箱
帳
よ
り
略
々
十
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
古
事
記
、
そ

れ
か
ら
万
葉
集
（
東
歌
の
一
部
・
防
人
歌
、
巻
五
の
憶
良
歌
の
一
部
・
そ
の

他
一
部
の
例
外
を
除
く
）
に
お
い
て
は
、
奴
と
努
・
怒
の
仮
名
字
母
ほ
判
然

と
区
別
さ
れ
、
打
消
・
完
了
の
助
動
詞
等
の
ヌ
音
を
表
記
す
る
に
は
「
奴
」

を
用
ゐ
、
格
助
動
詞
等
の
乙
ノ
音
を
表
記
す
る
に
は
「
能
」
「
乃
」
を
用

ゐ
、
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」
等
の
一
連
の
語
彙
を
表
記
す
る
時

に
は
、
奴
で
も
な
く
、
勿
論
、
能
・
乃
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
仮
名
字
母
と

全
く
区
別
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
怒
．
努
の
仮
名
字
母
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
そ
の

音
韻
は
、
コ
、
ツ
、
卜
、
コ
、
口
に
お
け
る
甲
・
乙
二
類
の
母
韻
に
よ
る
音

韻
の
相
違
を
、
古
・
許
、
素
・
曽
、
斗
・
等
、
用
・
与
、
漏
．
呂
の
仮
名
に

て
そ
れ
ぞ
れ
表
記
し
分
け
て
ゐ
る
こ
と
や
努
・
怒
の
字
音
か
ら
し
て
、
当
然

甲
ノ
音
と
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
表
記
字
舟
に
現
は
れ
た
の
で

あ
り
、
明
ら
か
に
、
ノ
に
甲
・
乙
両
類
の
区
別
が
あ
っ
た
時
期
「
野
」
「
楽甲

」
「

甲

甲

タ

ノ

シ

ジ

ノ

し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」
等
の
一
連
の
語
の
訓
が
「
」
「

甲

7

」
「
」
等
で
あ
っ
た
時
期
が
存
在
し
た
こ
と
を
具
現
し
て
ゐ
る
と
い

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

ツ
ノ

ふ
べ
き
で
あ
る
。
か
4
る
事
実
は
、
コ
・
コ
、
ソ
・
ソ
、
ト
・
ト
、
コ
・
コ
、

。

等

の

1

一
類
の
音
韻
が
混
乱
し
た
と
き
、
甲
乙
何
れ
の
音

甲

乙

甲

乙

ロ
・
ロ
（
モ
・
モ
）

に
統
一
し
た
か
に
つ
い
て
ほ
説
が
あ
り
、
俄
か
に
断
定
は
出
来
な
い
が
、
と

に
か
く

T
.
y
I
.
川

.
T
.
T
.
（
T
)
に
統
一
さ
れ
た
や
う
に
「
野
」
「
楽

飼

て
)
古
く
は
甲
ノ
音
を
有
す
る
語
彙
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
オ

列
甲
類
音
が
派
生
音
で
あ
る
こ
と
と
相
侠
つ
て
、
甲
ノ
音
を
表
記
す
る
仮
名

字
知
の
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
古
代
日
本
語
に
お
け
る
甲
ノ
音
の
存
在
が
否

定
さ
れ
た
こ
と
と
全
く
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

し
」
「
偶
ふ
」
「
角
」
等
の
訓
が
ヌ
に
統
合
さ
れ
な
い
で
ノ
に
統
合
さ
れ
て
ゐ

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

と
こ
ろ
で
「
野
」
の
訓
が
「
ヌ
」
よ
り
「
団
」
へ
変
遷
し
た
姿
を
文
献
に

求
め
得
た
こ
と
に
よ
り
、
更
に
後
で
述
べ
る
様
に
「
口
」
と
混
同
し
て
行
っ

た
過
程
を
求
め
得
た
こ
と
に
よ
り
「
野
」
の
訓
も
変
遷
過
程
の
上
に
把
癒
す

べ
き
と
思
ふ
。
し
た
が
つ
て
、
派
生
音
で
あ
る
〔
o
〕
の
発
生
す
る
ケ
ー
ス
は

色
々
仮
設
さ
れ
る
が
「
／
」
が
「
ヌ
」
と
の
交
替
に
よ
り
生
じ
た
事
か
ら
推

し
て
、
〔
o
〕
の
発
生
す
る
一
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
〔
U
〕
と
の
交
替
に
よ
り
派

生
し
た
場
合
を
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」
等
の
訓
が
「
ヌ
」
「
メ
ヌ
ジ
」
「
ジ
ヌ

フ
」
「
ツ
ヌ
」
よ
り
次
第
に
変
遷
し
て
「
屑
」
「
夕
戸
」
「
ジ
戸
」

「
耳
」
と
な
れ
ば
、
「
ヌ
」
や
「
パ
」
と
は
音
韻
が
異
な
る
別
の
音
節
を

乙

ツ
ノ

形
成
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
音
韻
を
「
ヌ
」
「
ノ
」
と
区
別
し
て
、
正

し
く
表
記
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
の
音
韻
を
表
記
す
る
仮
名
字
此
が

必
然
的
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
「
国
」
に
最
も
適
し

て
ゐ
た
文
字
奴
・
努
・
怒
等
は
、
う
ま
く
適
応
し
た
漠
字
音
を
有
す
る
適
当

な
文
字
の
見
当
ら
な
い
「
こ
に
専
ら
使
用
さ
れ
た
為
に
、
甲
ノ
音
を
表
記
す

る
字
母
は
な
く
た
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
必
要
に
迫
ま
ら
れ
、
「
ヌ
」

甲

は
奴
、
「
」
は
怒
．
努
等
の
字
厨
を
以
て
表
記
し
た
こ
と
、
古
事
記
や
万

葉
集
に
見
る
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
字
音
が
全
く
同
じ
で
あ
る
奴

と
怒
．
努
に
よ
っ
て
「
ヌ
」
に
は
奴
、
「
ノ
甲
」
に
は
．
努
を
宛
て
て
書
き

分
け
て
ゐ
る
の
は
ハ
音
韻
の
粗
違
を
そ
の
ま
4
文
字
が
表
示
し
て
ゐ
る
場
合

a迂

5
]

と
違
つ
て
、
い
は
ゞ
一
種
の
約
束
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
ヌ
音
と
甲
ノ
音
と

の
仮
名
の
区
別
は
、
古
事
記
で
は
、
古
写
本
を
照
合
す
る
と
一
例
の
例
外
も

た
<
|
勿
論
、
本
文
で
は
歌
詞
等
と
異
つ
て
原
資
料
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
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周
知
の
如
く
、
上
代
で
ほ
〔
u
〕
と
〔
0

〕
の
母
音
が
交
持
す
る
こ
と
ほ
、

頻
繁
に
瞬
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
事
は
〔
己
と
〔
o
〕
の

1

一
直
形
を
有
す
る

語
彙
が
多
く
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
語
の
存
在
し

始
め
た
時
か
ら
、
例
へ
ば
「
野
」
の
訓
が
「
ヌ
」
と
「
刈
」
の
二
重
形
を
有

し
た
と
ほ
考
へ
ら
れ
な
い
。
音
韻
の
蛮
遷
は
一
線
を
引
い
た
や
う
に
明
確
に

前
後
を
区
別
出
来
る
も
の
で
な
く
、
除
々
に
行
は
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
か

」
甲ノ

ら
、
こ
れ
迄
論
述
し
て
き
た
こ
と
か
ら
考
慮
す
る
と
、
「
ヌ
」
と
「
の
・

二
菫
形
は
「
ヌ
」
が
「
屑
」
に
変
遷
し
て
行
く
過
程
に
蕊
ぎ
た
現
象
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
万
葉
集
巻
五
の
憶
良
歌
「
期
農
波
由
貪
八

0
二
）
」
も
「
農
」

字
の
使
用
例
ー
即
ち
、
万
葉
集
中
農
字
は
巻
五
の
憧
良
歌
に
限
り
十
例
現
は

れ
、
す
べ
て
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
ー
か
ら
し
て
「
ジ
ヌ

二
」
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
難
い
。
加
之
、
「
夜
周
伊
斯
奈
佐
農
（
八

0」
甲

1
1
)
」
と
同
歌
の
結
旬
に
農
の
あ
る
こ
と
、
農
字
は
上
代
文
献
中
で
も
「

を
表
記
す
る
仮
名
と
し
て
用
ゐ
た
曲
証
ほ
な
く
、
す
べ
て
「
ヌ
」
の
仮
名
と

し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
「
シ
ヌ
(
二
」
で
ぁ
る
こ
と
は
決
定
的
で
あ

り
、
先
鴬
が
多
く
言
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
憶
良
に
は
古
語
癖
が
強
く
、
八
〇

1

一
番
の
歌
に
ほ
打
消
の
助
動
詞
の
古
形
ー
即
ち
終
止
形
の
「
ぬ
」
ー
や
古
語

な

Uヰ
6
]

と
忌
は
れ
る
他
動
四
段
動
詞
「
寝
す
]
の
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
考
へ
合
は

国

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
点
は
あ
る
が
ー
又
万
葉
集
で
も
、
東
歌
、
防
人

歌
、
巻
五
の
問
題
の
あ
る
憶
良
歌
を
除
け
ば
、
例
外
は
極
め
て
少
な
く
、
そ

こ
に
表
記
者
の
使
用
字
母
に
お
け
る
統
一
意
識
が
如
何
に
強
く
鋤
い
て
ゐ
る

か
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

せ
る
と
、
古
形
を
使
用
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

出
雲
風
土
記
に
お
い
て
は
、
努
・
奴
・
農
が
訓
仮
名
沼
と
同
じ
く
「
ヌ
」

の
仮
名
と
し
て
、
例
外
な
く
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
つ
い
て
既
述
し
た
と

ぬ

こ
ろ
で
あ
る
が
、
古
事
記
に
見
え
る
「
澤
芙
豆
奴
神
（
上
）
」
と
同
一
神
を
こ

く

に

ひ

き

ま

せ

ろ

ぬ

の
風
土
記
で
も
例
へ
ば
「
国
引
坐
意
美
豆
努
命
（
出
雲
郡
）
」
と
記
載
し
て

ゐ
る
。
こ
の
神
に
限
り
、
古
事
記
・
風
土
記
（
出
雲
）
の
記
載
は
全
く
一
致

し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
出
震
風
土
記
に
お
い
て
も
古
事
記
の
場
合
と
同

じ
く
「
オ
｀
i
-
ツ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
訓
む
べ
ぎ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
し

く

に

ひ

苔

吐

せ

る

や

つ

如

み

つ

・

ゃ

か
し
て
、
他
方
で
は
例
へ
ば
「
国
引
坐
八
束
水
臣
岸
野
命
（
意
宇
郡
）
」
「
八

つ

か

み

つ

く

に

ひ

き

た

宮

ひ

し

の

ち

束
水
臣
津
野
命
之
国
引
給
之
後
（
出
震
郡
）
」
と
表
記
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ほ
一
―

重
形
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
な
く
、
国
語
の
盃
巴
の
古
音
「
ヌ
」
の
漢
影

と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

古
事
記
中
巻
の
「
若
野
毛
韮
●
」
「
若
認
毛
二
俣
王
」
や
こ
の
神
と
同

神
を
表
記
し
た
日
本
書
記
の
「
誰
野
毛
二
派
皇
子
字
心
神
紀
）
」
「
稚
惇
毛
一

妓
皇
子
（
安
康
紀
）
」
の
例
も
二
璽
形
と
し
て
認
め
る
よ
り
、
沼
・
浄
は
ヌ
辛

を
示
す
訓
仮
名
で
あ
り
、
国
語
の
野
の
古
音
が
「
ヌ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

っ

ぬ

が

云
細
奴
汎
」
、
万
葉
集
巻
五
（
憶
良
歌
）

m

っ
氾
の
涵
み

ぎ
み
つ
ぬ

ら
、
古
事
記
の
「
都
奴
臣
」

、
出
頸
風
土
記
の
「
臣
陣
野
命
」
と
同
様
に
「
若
野
毛
二
碑

し
ね
は
．
ゆ

「
斯
農
波
由
」

王
（
記
中
）
」
「
稚
野
毛
二
派
皇
子
（
応
神
紀
)
]
も
「
ヌ
」
で
あ
っ
た
古
音
ぶ

残
っ
た
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
古
事
記
の
「
御
毛
B

食
上
）
」
「
若
御
毛
沼
命
（
上
）
」
が
書
紀
で
は
「
三
毛
野
命
（
神
代
紀
ご

「
雙
一
毛
輝
（
神
代
紀
一
雪
日
）
」
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
或
い
ほ
二
重
尼

例
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
如
く
匹
紀
の
野
ほ
「
ヌ
」
と
い
ふ
古
音
の
残
(

た
例
と
も
一
往
考
へ
ら
れ
る
が
、
「
漿
羹
野
神
（
記
上
）
」
「
豊
斜
淳
尊
（
研

貸
上
）
」
「
緊
組
野
尊
（
神
代
紀
上
一
夏
」
「
豊
国
野
尊
（
胃
砧
）
＇
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古
事
記
・
万
葉
集
に
お
い
て
「
ヌ
」
「
な
」
と
は
明
ら
か
に
区
別
し
て
表」

甲

記
さ
れ
て
ゐ
る
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
等
の
一
連
の
語
は
、
「
n

「
月
」
音
を
有
す
る
語
と
同
じ
く
、
甲
．

「
呻
」
「
嘩
」
「
（
ぎ
」
「
可
」
ロ

乙
二
類
の
書
分
け
が
混
乱
し
た
場
合
、
ノ
音
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
事

甲
．

実
か
ら
し
て
も
元
」
と
混
同
す
る
ま
で
は
、
当
然
「
ノ
」
で
あ
っ
た
時
期

が
存
在
し
た
こ
と
を
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
。
同
じ
オ
列
音
に
し
て
も
、
コ

I

I

I

I

I

I

I

I

 

・
ソ
・
・
ト
・
モ
・
ヨ
•
口
の
中
で
、
モ
・
ロ
・
ト
一
二
音
の
甲
・
乙
二
類
の
混

乱
は
早
く
か
ら
起
り
、

n
は
平
安
初
期
頃
ま
で
書
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
じ

T
.
叶
に
し
て
も
語
彙
に
よ
り
混
乱
に
先
後
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
ノ
甲
」

が
何
時
頃
よ
り
「
ノ
乙
」
と
混
同
し
て
行
っ
た
か
一
々
の
語
彙
に
つ
い
て
考

察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
ぺ
ば
正
倉
院
文
書
の
記
録
に

い
美
乃
緯
一

1

一
匹
（
大
古
二
十
五
巻
P
邸
天
平
宝
字
二
年
）

②
上
毛
刀
直
依
（
同
六
巻

p83
神
蔑
景
霙
四
年
）

・
③
清
万
人
足
（
同
1

1

＋
巻

p69
宝
亀
一

1

一年）

の
例
が
見
え
る
。
①
は
多
く
「
美
濃
施
（
例
へ
ば
同
二
十
五
巻

p310)」
と
あ

り
、
②
の
人
は
「
上
毛
野
真
依
（
例
へ
ば
同
二
十
巻

p321)
」
、
⑱
の
人
は

「
清
野
人
足
・
浄
野
人
足
（
例
へ
ば
同
二
十
巻

p258)
」
と
表
記
さ
れ
て
ゐ

て
、
「
ノ
甲
」
の
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
「
ノ
乙
」
の
仮
名
で
表

(-;';) 

と
同
一
神
で
も
姿
料
が
相
違
す
る
時
は
少
し
ず
れ
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
ふ
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
、
古
語
の
反
映
し
た
も
の
か
、
二
重
形
で

あ
る
か
決
定
し
難
い
の
で
あ
る
。
月
弓
尊
（
神
代
紀
・
一
害
日
）
、
月
読
尊
（
神

代
紀
・
一
書
日
）
、
月
読
命
（
神
代
紀
）
、
月
夜
見
尊
（
神
代
紀
・
一
書
日
）
等

の
例
も
資
料
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
平
面
的
に
考
察
す
ぺ
き

で

は

な

か

ら

う

。

』

記
さ
れ
た
混
渚
例
で
あ
る
。
現
に
、
大
野
晋
氏
も
前
記
論
文
に
お
い
て
指
摘

さ
れ
た
如
く
、
正
倉
院
文
書
に
「
不
野
里
一
斗
（
同
十
三
巻

p310
天
平
宝
字

三
年
）
」
の
例
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
布
海
苔
の
こ
と
で
多
く
「
布
能
利
（
例

へ
ば
同
一
巻

p565)
」
「
布
乃
利
（
例
へ
ば
同
十
六
巻

p127)
」
「
布
乃
理
（
例

へ
ば
同
十
六
巻

p
8
7
)
」
等
と
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
明
ら
か
に
混
同
で
あ

る
。
就
中
「
野
」
を
訓
仮
名
と
し
て
、
乙
類
の
ノ
音
を
表
記
す
る
の
に
用
ゐ

て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
頃
は
す
で
に
ノ
の
甲
・
乙
両
類
が
統
一
さ
れ
二
類
の
区

別
が
失
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
表
示
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
ー
勿

論
、
甲
・
乙
何
れ
に
統
一
さ
れ
た
か
は
論
が
あ
り
、
俄
か
に
決
定
し
難
い
の
で

あ
る
ー
大
野
晋
氏
も
前
掲
論
文
に
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
続
日
本
紀
宜
命
の

之
乃
比
己
止
（
第
四
十
詔
天
平
神
護
二
年
）

之
乃
比
賜
比
（
第
五
十
八
詔
天
応
元
年
）

仏
足
石
歌
碑
の

美
都
と
志
乃
波
牟

美
都
；
志
乃
覇
止
奈
賀
久
志
乃
覇
止

佐
佐
木
本
歌
経
標
式
の

芋
和
他
須
能
弊
能

美
与
之
能

比
岐
都
能
倍
奈
留

可
須
賀
箆
公

更
に
、
古
語
拾
遺
の

阿
那
多
箆
志

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
古
点
（
春
日
政
治
先
生
「
西
大
寺
本
金
光
明

最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
に
よ
る
）
の

山
林
に
賞
（
太
乃
ジ
ヒ
）
た
ま
ひ
き

倶
に
林
の
中
に
往
（
き
）
て
共
に
遊
ひ
賞
（
太
乃
ジ
ヒ
＾
ー
リ
）
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時
期
は
多
少
下
る
が
琴
歌
譜
の

．
之
乃
（
二
例
あ
る
し
づ
歌
）

多
乃
之
伎
乎
倍
女
（
片
降
）

字
太
A
乃
之
佐
こ
(
+
六
日
節
洒
坐
の
歌
）

や
本
草
和
名
の

甕
（
角
の
意
）

等
、
天
平
宝
宇
以
後
の
例
は
す
べ
て
「
屑
」
「
／
」
漑
乱
し
て
ゐ
る
こ
と
を

加
味
し
た
場
合
、
前
掲
し
た
奈
良
末
期
の
「
刈
」
「
厄
」
の
混
沿
例
に
よ
り

ノ
の
甲
・
乙
両
類
の
混
乱
期
を
天
平
宝
字
ニ
・
三
年
唄
と
認
め
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ら
う
。

以
上
、
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
て
み
る
と
、
次
に
図
か
し
た
如
き

J
 

u
 

n
 

ヌ

)
＼
(
 

u
 

、

I甲
oJ

〔
「
野
」
の
訓
〕
ヌ

n［
 

ノ
Cn

（
天
平
宝
字
ニ
・
三
年
頃
）

ー

闊

．

晶

の

混

同

乙

OJ

乙

O
J
¥
¥

n
 

ノ
［

n
 

ノ
［

変
遷
過
程
を
推
定
出
来
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
の
や
う
な
変
遷
過
程
を
辿
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
語
は
他
に
も
ー
例
へ
ば

」
「
ヌ
い
」
等
ー
存
在
す
る
こ
と
は
こ
の
推
定
を
よ
り
可
能
な
ら

甲ョ
JJ

「し
め
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
、
い
「
臼
」
「
門
り
」
は
古
形
の
「
こ

「

ユ

リ

」

籠

起

り

、

更

に

．

霰
な
す
そ
ち
余
里
く
れ
ば
（
万
葉
集
巻1
1
•一
九
九
一
云
）

浜
辺
余
呈
わ
が
う
ち
ゆ
か
ば
海
辺
欲
利
む
か
へ
も
来
ぬ
か
（
同
十
八
・

四

0
四
四
）

人
余
里
は
妹
ぞ
も
あ
し
き
（
同
・
十
五
・
三
七
三
七
）

お
し
て
る
や
難
波
の
津
手
利
（
同
・
ニ
十
•
四
三
六
五
防
人
歌
司
「
由

利
」
二
作
ル
）

今
日
与
利
は
か
へ
り
み
な
く
て
（
同
・
―
-
+
•
四
一
二
七
三
防
人
歌
）

乙

の
如
く
「
」
と
混
乱
し
て
ゐ
る
。
後
の
二
首
は
防
人
歌
で
あ
る
か
ら
別

ョ
9

に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
四

0
四
四
番
・
一

1

一
七
＝
―
-
七
番
の
歌
は
二
首
と
も

新
し
い
歌
で
あ
っ
て
、
前
者
に
は
他
に
多
く
の
例
が
見
え
る
正
し
い
表
記

甲コ
リ

「
欲
利
」
と
混
潅
し
た
例
「
余
●
」
が
同
存
し
て
ゐ
る
。
明
ら
か
に
「
」

と
「
ヨ

JJ
乙
」
の
混
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
阿
の
事
情
を
よ
く
物
語
っ

て
ゐ
る
の
が
続
紀
の
宜
命
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
即
ち
「
高
天
原
由
（
第
四

詔
和
銅
元
年
）
」
「
高
天
原
由
（
第
六
詔
神
亀
六
年
掘
本
「
由
利
」
―
―
作
ル
）
」

「
初
由
利
（
第
七
詔
天
平
元
年
）
」
「
本
由
利
（
第
七
詔
同
）
」
よ
り
「
人
国
用

甲ョ
リ

利
（
第
十
二
詔
天
平
勝
宝
元
年
）
」
へ
、
更
に
時
代
が
下
る
と
、
「
」
は

「
戻
利
方
常
（
第
三
十
二
詔
天
平
神
護
元
年
）
」
「
常
奥
利
毛
（
第
三
十
二
胆

同
）
」
「
常
奥
利
別
仁
（
第
一
二
十
八
詔
天
平
神
譲
元
年
）
」
「
三
宝
余
別
（
第

―
―
―
十
八
詔
同
）
」
「
常
奉
見
余
利
波
（
第
四
十
一
詔
・
天
平
神
誤
二
年
）
」
「
半

之
時
余
利
（
第
四
十
一
詔
同
）
」
「
此
輿
利
（
第
四
十
一
詔
天
平
神
護
一
―
一
年
）
」

「
伊
予
国
奥
判
（
第
四
十
六
詔
天
平
神
該
一
云
一
年
）
」
「
本
災
利
（
第
五
十
八
詔

宝
亀
七
年
）
」
「
其
国
余
利
（
第
五
十
六
詔
同
）
」
「
弱
時
余
利
（
第
五
十
力

乙

昭
天
応
元
年
）
」
の
如
く
「
」
と
混
乱
し
て
行
っ
た
跡
が
看
取
さ
れ

ョ
リ

る
。
続
紀
に
表
記
さ
れ
て
ゐ
る
「
コ
」
以
外
の
特
殊
仮
名
遣
の
崩
瑣
娼
程
が

時
代
順
に
混
乱
の
跡
を
見
せ
て
ゐ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
「
コ
」
の
場
合
ふ

偶
然
と
ほ
考
へ
ら
れ
な
い
。

⑫
忍
ツ
キ
他
都
机
（
万
葉
巻
二
十
•
四
三
八
四
）
、
多
豆
伎
（
同
・
ニ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



+
•
四
四
一
0
•
四
0
七
八
）
、
多
頭
吉
（
同
十
ニ
・
ニ
九

八
五
・
一
本
歌
云
）
田
付
（
同
四
・
六
一
九
、
六
六
五
、
十

三
．
―
-
三
六
一
、
三
二
七
二
‘
-
＝
三
七
四
、
一
ニ
ニ
七
六
‘
-
―
―

1

一
七
六
‘
-
―
―
-
＝
三
四
）
、
多
附
（
同
十
六
・
三
八
五

0
)、
鶴

寸
（
同
一
・
五
）

田
度
伎
（
同
十
三
・
―
―
-
＝
＝
二
九
）
、
多
土
伎
（
同
十
•

1
1
0
 

甲
タ
ド
キ

九
二
）
、
多
度
伎
（
同
十
五
・
三
七
七
七
・
十
七
・
―
―
一
八
九
八
）

多
朽
伎
（
同
五
・
九

0
五
）
、
多
登
伎
（
同
十
五
・
三
六
九

乙
タ
ド
キ

六
）
、
多
騰
伎
（
同
十
七
・
三
九
六
ニ
・
四

0
―
一
）
、
多
騰

吉
（
同
十
七
・
三
九
六
九
）
、
田
時
（
同
九
・
一
七
九
二
、
一
―

l.

ニ
八
八
一
、
一
一
八
九
-

l

、
二
八
八
七
、
三
一
八
六
）
、
多
時

（
同
十
六
・
三
八
―
二
）
〔
跡
状
(
+
ニ
・
ニ
九
四
一
）
、
能

（
十
ニ
・
ニ
三
八
八
）
は
こ
の
場
合
例
に
入
れ
な
い
〕

甲

」

「

乙

」

に

つ

い

て

は

遠

藤

寡

タ

ド

キ

タ

ド

キ

の
例
を
有
す
る
「
冬
ッ
キ
」
「

g

註
9
]

基
博
士
が
言
は
れ
た
や
う
に
「
忍
ッ
キ
」
ほ
古
い
歌
に
多
く
、
「
ク
、
ッ
キ
」
よ

り

「

甲

」

こ

、

「

甲

」

は

更

に

「

乙

」

と

混

乱

し

た

と

見

て

ク
ド
キ

t

ク

ド

キ

タ

ド

キ

よ
い
だ
ら
う
。
（
註
平
安
時
代
に
は
タ
ヅ
キ
の
形
が
残
っ
て
ゐ
る
。
タ
ド

キ
、
タ
ヅ
キ
は
平
行
し
て
行
は
れ
、
平
安
時
代
に
は
タ
ド
キ
は
亡
ひ
た
の
で

あ
ら
う
。
）

こ
の
や
う
に
老
察
し
て
く
る
と
、
今
迄
、
唯
、
ウ
列
音
と
オ
列
甲
類
平
日
と

の
交
替
に
よ
る
二
重
形
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
語
に
も
、
も
と
も
と
ウ
列
音
で

あ
り
、
ウ
列
音
か
ら
交
替
し
て
オ
列
甲
類
音
を
派
生
せ
し
め
た
も
の
が
あ
る

こ
と
を
摘
摘
出
来
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
、

．． 
刀
我
乃
樹
能
濶
継
悶
爾
（
万
葉
六
・
九

0
七）

の
「
沖
ガ
ノ
キ
」
に
し
て
ぶ

．． 

可
牟
佐
備
底
多
流
都
我
能
奇
（
同
・
十
七
•
四
0
0
六
）

．． 
都
賀
乃
樹
乃
競
継
嗣
爾
（
同
一
1
1
・
1
1
1
1

一四）

．． 
都
我
能
木
乃
伊
也
継
々
爾
（
同
十
九
•
四
二
六
六
）

．
 

滲
木
乃
蠅
継
闊
爾
（
同
一
・
ニ
九
）

の
「
ツ
ガ
ノ
キ
」
と
同
様
、
「
イ
ヤ
ツ
ギ
ツ
ギ
ー
ー
」
の
「
ツ
ギ
」
の
音
を
引

出
す
た
め
に
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
武
田
裕
吉
門
士
が

甲

嘔
岡

言

は

れ

る

や

ガ

」

が

古

形

で

「

」

は

「

ツ

ガ

」

よ

り

母

音

交

ト
ガ

う
に
「
ッ

替
に
よ
っ
て
旅
生
し
た
語
と
見
て
差
支
へ
な
か
ら
う
。
（
註
例
が
少
い
か

ら
断
言
し
難
い
が
、
平
安
時
代
に
は
「
ト
ガ
」
の
形
が
残
っ
て
ゐ
る
か
ら
或

い
は
「
野
」
「
角
」
等
と
同
標
な
変
遜
を
辿
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）

叉
、
オ
列
甲
類
音
を
有
す
る
語
で
も
、
古
く
は
ウ
列
音
で
あ
っ
た
も
の
が

ウ
列
音
よ
り
オ
列
甲
類
哲
に
変
遜
し
た
時
期
が
早
か
っ
た
た
め
、
文
献
に
残

ら
ず
そ
の
変
遷
過
程
を
知
り
得
な
い
場
合
も
あ
る
に
違
ひ
な
い
。

「
夜
」
は
「
口
」
で
あ
る
が
、
或
い
は
「
ユ
」
が
古
形
で
は
な
か
ら
う

か
。
ュ
フ
ケ
（
夕
占
）
」
「
ユ
フ
ベ
」
「
ユ
フ
ギ
リ
」
「
ユ
フ
ナ
ギ
」
「
ユ
フ

サ
＞
バ
」
「

4
才
ヅ
ツ
」
等
の
「
ュ
こ
と
同
語
源
と
思
は
れ
、
主
と
し
て

複
合
語
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
肥
前
風
土
記
松
浦
郡
の
歌

謡
に
見
え
る
「
佐
比
登
由
民
（
さ
一
夜
も
）
」
の
例
も
「
夜
」
の
古
形
の
遺
影

で
は
な
か
ら
う
か
。

と
こ
ろ
で
「
野
」
「
楽
し
」
「
偲
ふ
」
「
角
」
「
篠
」
は
古
く
「
ヌ
」

「
タ
ヌ
ジ
」
「
シ
ヌ
プ
」
「
ツ
ヌ
」
「
ジ
ヌ
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ど
う
し

て
こ
れ
ら
一
連
の
語
の
み
「
呻
」
「
夕
戸
」
「
ジ
呵
プ
」
「
呵
ノ
」
「
碍

ノ
」
と
変
遷
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
完
了
・
打
浩
の
助
動
詞
「
ぬ
」

「
沼
」
等
は
音
に
変
遷
の
跡
が
見
出
さ
れ
な
い
の
は
、
何
か
理
由
が
あ
る
に

相
違
な
い
。
或
い
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
相
違
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考

へ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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傾
向
も
そ
の
一
例
と
思
は
れ
る
。
常
陸
国
・
下
総
国
で
は
、
ヌ
音
を
表
記
す

る
字
母
に
は
す
べ
て
「
奴
」
字
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
な
事
例
や
前
述

〔

註

〕

下
記
の
四
首
は

司
等
に
批
っ
た
。

4356 

訃
「
奴
」

1

。

矢
京
無＇ 

類

紳

西

細

防

「

努

」

44

「
怒
」

4402 

元
類
四
評
泣
矢
京
「
奴
」

綱
叫
叫
「
怒
」

元類西神「努」

細温矢京無粕「怒」 わ 偲 ぬ 頁 完 打 ナ

了 泊 行
の の

下
助 助

野 動 言詞 段

一

7 活

ぬ ぬ 勁
ぬ？ ふ、 さ ＜ '- L— 詞

． 

4327 速

努 江

｀ 
4344 

4341 
駿

4344 

努 努
河

4358 
4354 4351 上
4356 

努 奴
努 総

4367 
4363 4363 

常
4368 4364 

奴
4365 

陸
奴 奴

4374 下

奴 野

4387 4391 
4385 

下
4387 

奴 奴
4388 

総
奴

44奴02I 4401 
信

4403 

奴ヽ,.,,. 
浪

4405 4407 上

浪 奴 野

4421 4417 武

努 努 賑

4427 4426 4432 防昔
人

乃 奴 i 
奴 歌年

次
に
防
人
歌
に
お
け
る
「
ヌ
」
「
げ
」
に
つ
い
て
一
言
し
て
み
よ
う
。
先

囮

づ
、
防
入
歌
の
全
用
例
を
表
に
す
る
と
右
の
通
り
で
あ
る

6

防
人
歌
で
は
国
毎
に
表
記
字
母
に
特
色
が
あ
り
、
筆
録
者
が
各
国
相
違
し

て
ゐ
る
こ
と
を
表
示
し
て
ゐ
る
が
、
「
ヌ
」
の
仮
名
「
奴
」
「
努
」
の
使
用

2
 

4
 

4
 

し
た
中
央
語
に
お
け
る
「
野
」
「
偲
ふ
」
等
の
訓
の
変
遷
過
程
を
考
慮
す
れ
ば

「
之
奴
波
尼
（
四
三
六
七
常
陸
）
」
「
知
波
乃
奴
乃
（
四
三
八
七
下
総
）
」

8冬
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の
「
奴
」
は
2

音
を
表
ほ
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
四
三
八
七
香
の
歌
に

は
、
「
野
」
を
表
記
し
た
「
奴
」
と
「
於
択
豆
他
加
択
奴
」
と
ヌ
音
を
表
記

し
た
「
奴
」
字
が
一
首
中
に
共
存
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
確
実
視
す

．
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
C

同
様
に
し
て
、
駿
河
国
で
は
「
努
」
が
ヌ
音

を
表
記
し
た
一
一
一
例
が
あ
る
。
即
ち
「
由
伎
加
豆
努
加
毛
（
四
三
四
一
元
類
神

轡
恩
磁
叫
―
ヨ
ル
国
禎
「
奴
」
二
作
ル
）
」
「
努
由
伎
夜
麻
由
伎
（
四
一
二
四
四
）
」

の
「
努
」
と
、
同
歌
の
結
旬
に
「
和
須
例
勢
努
加
毛
」
と
あ
る
。
し
た
が
つ

て
「
知
波
乃
詞
乃
（
四
一

1

一
八
七
）
」
「
之
図
波
尼
（
四
三
六
七
）
」
「
毀
由
伎
夜

麻
由
伎
（
四
三
四
四
）
」
の
「
奴
」
「
努
」
は
「
ヌ
」
の
仮
名
と
し
て
認
め
ら
れ
、

常
陸
・
下
総
・
駿
河
国
の
「
野
」
「
偲
ふ
」
の
闘
は
「
ヌ
」
「
ジ
・
ヌ
フ
」
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
東
国
方
雷
に
例
の
あ
る
ご
と
く
、
古
語
が
方
言
に

、。
ぅ
力

.

a

註
11]

残
っ
た
遺
影
と
考
へ
る
べ
き
で
は
な
か
ら

し
か
し
な
が
ら
、
大
野
晋
氏
の
言
ほ
れ
る
様
に
、
書
記
の
仮
名
の
使
用
例

か
ら
見
る
と
、
四
三
六
七
•
四
三
八
七
香
の
「
奴
」
や
、
四
一

1一
四
四
香
の

「
努
」
は
方
言
的
特
徴
を
考
慮
し
て
、
或
い
は
「
刈
」
を
表
は
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
書
紀
は
外
国
即
ち
漢
字
・
漠
文
の
国
に
日

本
の
麿
史
を
示
す
と
い
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
か
ら
、
各
巻
の

表
記
字
母
に
も
潤
色
や
統
一
意
識
が
あ
り
、
筆
録
者
の
文
学
意
識
や
文
字
の

駆
使
に
お
い
て
も
、
防
人
歌
の
筆
録
者
達
と
は
決
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
の

出
来
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
事
実
、
防
人
歌
に
は
、
各
国
と
も
同
一
字
斑

．を
1

一
音
・
三
音
に
複
用
し
た
例
は
見
出
さ
れ
ず
、
防
人
歌
に
お
け
る
各
国
の

字
母
の
使
用
状
態
や
使
用
傾
向
か
ら
し
て
も
、
書
紀
の
表
記
法
を
そ
の
ま
4
、

防
人
歌
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
、
全
く
見
当
違
ひ
と
言
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

こ
の
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
同
字
母
を

1

一
音
・
三
音
に
複
用
し
た
書
紀
の
表

記
法
を
概
観
す
れ
ば
一
層
朋
瞭
に
な
る
と
思
ふ
。

そ
も
そ
も
言
語
を
伝
達
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
仮
名
字

挺
は
一
字
を
一
音
又
は
一
訓
に
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
筈
で
あ

る
。
も
し
、
同
一
人
が
同
一
場
所
に
て
一
字
を
二
音
・
三
音
に
複
用
す
る
と

す
れ
ば
ー
判
瞭
上
の
助
け
が
全
く
な
け
れ
ば
ー
言
語
の
被
伝
造
者
は
、
二
音

て
ゐ
る
の
か
迷
ふ
で
あ
ら
う
。
こ
れ

或
い
ほ
一
ー
一
音
中
何
れ
の
音
を
表
示
し

は
、
あ
ま
り
に
極
端
な
言
ひ
方
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
か
れ
少
な
か

れ
こ
の
様
な
こ
と
は
起
り
得
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
書
紀
に
お
け
る
同

一
字
の
二
音
・
一

1

一
音
の
複
用
に
し
て
も
、
如
何
に
字
母
の
潤
色
が
あ
る
と
は

言
へ
、
そ
こ
に
は
判
際
上
の
助
け
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
こ
の
や
う
な
所
に

か
へ
つ
て
当
時
の
人
々
の
用
字
意
識
や
表
記
法
の
特
色
が
潜
ん
で
ゐ
る
こ
と

を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

9

そ
こ
で
書
紀
に
お
い
て
、
同
一
字
母
が
二
音
・
三
音
に
複
用
さ
れ
て
ゐ
る

仮
名
字
挺
を
全
部
挙
げ
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
煩
瑣
を
さ
け
、
結
論
か
ら

述
べ
る
と
、
書
紀
の
仮
名
字
母
の
使
用
状
態
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
同
字

母
が
二
音
・

1

1

一
音
に
複
用
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
は
れ
る
の
ほ
、
書
紀
全
体
か
ら

見
た
場
合
で
あ
っ
て
、
巻
毎
に
見
た
時
、
使
用
字
母
に
特
色
と
統
一
が
あ

り
、
特
に
同
一
歌
中
に
お
い
て
同
一
字
を
二
音
・

1

1

一
音
に
複
用
す
る
例
は
見

品
21]

．
．
 

ら
れ
な
い
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
、
｝
J..-1
で
は
そ
の
一
部
で
あ
る
素
・
図
．

塁
徒
・
翠
櫻
．
直
．
漏
等
の
ウ
列
音
と
オ
列
甲
類
音
に
複
用
さ
れ
て
ゐ

註
⇔
は
咤
紀
の
登
を
示
す

る
例
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

魯

紀

の

歌

謡

の

―

)

ス

迦
寄
号
、
以
下
同
じ

囚
素
阿
泥
叫
企
多
迦
避
顧
禰
（
ニ
・

2
)（

多
磨
廼
禰
讃
磨
膜
廼
（
1

1

・
2
)

以
和
多
遍
躙
西
渡
（
二
•
3
)

(No 
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(C) 

親卜平観o/

(B) 

図ツ 素呻

胃）

伊
茂
播
和
囀
遵
蒻(1
-
•
5
)

避
能
伊
随
図
嗚
(
+
七
•
9
6
)

阿
都
図
痢
(
+
七•9
6
)

魔
倶
礫
呵
哨
(
+
七•
9
6
)

倭
文
神
此
云
斯
詈
塁
（
口
に
紀
下

9
・

胃
細
能
窃
波
庚
(
+
七
•
9
7
)

戸
母
此
云
剖
自
（
繹
尉

胃）

比
売
郡
叫
寝
殊
望
（
五
・

18)

比
売
那
叫
寝
殊
望
（
五
・

1
8
-
―本）

阿
羅
躙
破
儒
(
+
.
3
8
)

椰
躙
麿
能
紀
破
(
+
-
．

53)

都
梅
能
阿
素
川
（
二
十
七
・
1
2
4
)

火
蘭
降
此
云
褒
能
須
躙
里
（
峠
に
紀
下
訓
註
）

八
十
連
此
云
野
叫
豆
豆
企
（
〗
仁
紀
下
訓
註
）

顕

齊

此

云

贔

喜

篇

（

疇

戸

紀

冒

）

秀
真
此
云
抱
園
弄
篇
（
疇
胃
冒
）

言
吾
夫
拘
怜
突
此
云
阿
我
叫
摩
擢
耶
（
噂
町
戸

図
瑞
此
云
需
園
（
疇
厨
紀
上
冒
）

ヅ

巻
一

神
代
紀
上

天
吉
葛
此
云
阿
摩
能
与
佐
図
羅
（

珍
此
云
子
園
（
疇
忙
紀
上
冒
）

甲・

、.図

冒

）

胃）

(F) 

楼ル

(E) 

茂モ茂ム

(D) 

徒口甲徒ツ

冒

）

喜
伊
司
県
主
（
囀

5
紀
本
文
）

一
柱
瞬
宮
此
云
阿
斯
砒
苔
園
訣
餓
離
能
宮
（
戸
〗
[
己

伊
園
姑
播
茂
（
九
・

28)

伊
徒
姑
奴
池
（
九
•
2
8
)

叢
虞
此
云
潤
羅
塁
雷
（
麟

fiA紀

夜
句
閲
多
莞
（
一
・

1
)

憶
企
都
潤
播
(
―
-
•
4
)

佐
禰
紺
拠
ptl
（
ニ
・

4
)

阿
党
播
怒
介
躙
営
（
ニ
・

4
)

朝
叫
豆
句
志
磨
爾
（
ニ
・

5
)

伊
叫
播
和
素
遜
珂
（
ニ
・

5
)

異
波
管
叫
等
倍
凄
(
-
―

-
•
8
)

異
波
比
叫
等
倍
離
(
-
―

-
•
8
)

宇
介
誓
餓
等
団
(
-
―

-
•
1
2
)

介
季

5otI等
nI
（
三
・

13)

介
瀬
羅
批
苔
叫
苔(-
=
-
•
1
3
)

介
畜
茂
等
珂
（
三
・

14)

固
辞
介
氏
務
介
団
（
四
・

19)

〔
煩
瑣
に
な
る
の
で
巻
九
・
十
・
十
一
・
十
一
1
-
•二
十
二
に

見
え
る
「
茂
」
の
例
は
省
略
す
る
。
次
の
表
を
参
照
〕

輔
曳
輔
択
能
明
固
(
+
七•9
8
)

輔
曳
符
択
能
明
叫
(
+
七
•
9
8
)

梅
豆
羅
古
択
駄
叫
(
+
七
・
⑲
）

冒

）
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(H} 

漏呻漏ル 慮呻

(G) 

慮ル楼口甲

於
記
之
叫
嬰
二
十
六
・

119)

夜
覇
餓
机
菟
倶
国
(
-
.
1
)

雷
此
云
都
圏
品
蓼
伽
洞
屠
利
辞
魔
奨
（
疇
戸
紀

訛
此
云
与
許
奈
磨
叫
（
囀
冒
冒
）

阿
彼
能
短
叫
古
磨
(
+
四
．

81）

桐
彼
能
倶
叫
古
磨
(
+
四
•
8
1
)

喜
此
云
砲
砒
園
箇
須
也
（
囀
仁
紀
下

夜
摩
苔
之
子
闊
破
試
（
七
・
2
2
)

辞
躙
多
郷
武
択
(
+
-
.
5
8
)

泥
士
躙
能
(
+
-
．

58)

右
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
語
彙
が
ウ
列
音
を
有
す
る
語
か
、
オ
列
甲
類
音
を

有
す
る
語
か
判
然
と
し
て
ゐ
て
、
同
一
字
母
を
二
音
に
複
用
し
て
も
、
誤
説

さ
れ
る
恐
れ
ば
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
同
字
を
二
平
日
に
複
用
す
る
場
合
の

使
用
状
態
を
巻
毎
に
表
に
し
て
み
る
と
、
使
用
巻
を
異
に
し
、
且
つ
巻
々
に

偏
在
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
一
目
障
然
と
看
坂
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先

学
が
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
害
紀
の
筆
録
者
が
複
数
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し

て
も
ゐ
る
だ
ら
う
が
、
特
に
見
落
し
て
な
ら
な
い
事
実
は
、
例
へ
ば
、
図
字

を
同
じ
ウ
列
音
「
ッ
」
の
清
・
濁
に
複
用
し
て
ゐ
る
時
で
さ
へ
も
、
用
ゐ

ら
れ
て
ゐ
る
場
所
が
相
違
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
書
紀
に
お
け
る
こ
の
や

う
な
傾
向
ー
同
巻
・
少
く
と
も
同
一
歌
中
に
お
い
て
は
一
字
は
一
音
を
表
は

武
筍
左
膊
叫
(
+
七
•
9
9
)

梅
豆
羅
古
机
駄
叫
(
+
七
•
9
9
)

冒

）

冒

）

徒

七 ＝ 
訓
註

I
I
E
 

司登に

二

訓

註

猥

十

七

97 

図 素
字
母

＋ 
子：＝
訓訓
註註

5 3 2 一
連

巻

一

番

号

1 ,,...., 
ム

I .1 （
ツ
）

（
ツ
）

1
(
？） 

ー（
ヅ
）

3
 

2 ,....,. 
ッ

、-

1 1 2';: 戸
'--'名列

8 5 4 1 

九
-
2
8

+
―
―
―
訓
註

八

本

文

＋ 
二七

6
 ，
 

l
l
t
 

司―
i
-
E
3

++ 
二七一十五

翌12453 38 18 

数昔

巻

り冨

2 2 3 （
モ
）

ー （
卜
甲
）

2
 

（
卜
甲
）

ーー （
卜
甲
）

3
 

1
(
?
 
ヽ

2 1 1 12..._,---、昔オ
は中ソ

ー一甲
仮机

去例ツ名へ
ヽ甲

数'---"i

し
、
巻
に
よ
り
使
用
字
艇
が
偏
在
し
て
ゐ
る
こ
と
ー
は
書
紀
に
お
け
る
各
巻

の
筆
録
者
が
如
何
に
曖
昧
な
表
記
法
を
避
け
て
ゐ
る
か
を
伺
ふ
に
足
り
る
も

87 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



茂
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(J) 

怒ヌ 奴m甲 奴’甲

の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
「
奴
」
「
怒
」
「
努
」
「
弩
」
の
仮
名
字
知
の
み

」
甲
．

が
例
外
的
に
「
ヌ
」
「
「
ド
甲
」
と

1

・
一
音
・
三
音
に
同
一
歌
中
で
使
用

ノ

さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
事
実

ヌ

田
奴
図
那
波
区
利
(
+
•
3
6
)

腎
等
資
利
図
陪
禰
(
+
―
―

-
•
7
1
.

）

図
底
喩
羅
倶
慕
与
(
+
五
•
8
5
)

誓
雷
母
由
羅
爾
（
呻
応
紀
上

伊
制
能
図
能
(
+
四
•
7
8
)

都
図
娑
之
能
禰
野
(
+
五
•
8
4
)

図
都
等
利
(
+
七
•
9
6
)

都
図
娑
播
符
(
+
七
•
9
7
)

?
．
巻
一

神
篠
小
竹
也
此
云
斯
図
（
神
代
紀
上

子
摩
瞥
苔
図
知
野
（
九
・
2
8
)

伊
徒
姑
図
知
（
九
・
2
8
)

阿
党
播
園
介
茂
誉
（
ニ
・

4
)

肩）

胃）

楼 漏 慮

十
七 七 三一

99 98 22 訓 1 
註

3 2 ,,..._ ル 1 r-.. 2 1 
）レ、.., 、-

十 十 十

ノ＇‘ ニ四

119 58 訓 81 
註

1 r-.. 2 ,..... 1 2 
ロ ロ

甲 甲
'--' 、ノ
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(L) 

弩＇甲弩ヅ

(K) 

努乍努ヌ 怒m甲 怒項

伽
豆
司
場
禰
例
戻
十•
3
4
)

園
印
比
彊
菟
漕
国
(
+
•
3
5
)

詞
羅
臨
剛
(
+
.
4
1
)

菟
閾
瑳
破
赴
(
+
-
．

56)

喜

此

云

智

斐

鱈

誓

冒

）

都
塵
園
咀
施
底
(
+
七
•
9
6
)

都
廣
怒
痢
施
底
(
+
七•
9
6
)

塁
也
此
日
叫
（
臼
誓

和
例
破
椰
隈
岡
(
-
―

-
•
1
2
)

択
許
磋
叫
(
+
-
.
5
6
)

眉）

阿
娑
到
能
机
々
始
（
二
十
四
・

110)

小
竹
此
云
芝
叫
（
囀
鬱
冒
）

阿

娑

刻

能

机

々

始

（

鰐

彗

萎

）

伊
痢
毛
夜
覇
餓
餃
（
一
・

1
)

美
曳
之
躙
能
（
二
十
七
・

126)

曳
之
剛
能
阿
喩
（
二
十
七
・

126)

の
例
の
如
く
、
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
唯
「
菟
団
羮
破
赴
．

板
許
瑳
網
(
+
-
.
5
8
)
」
は
「
ふ
サ
ハ
プ
・
キ
コ
打
」
と
訓
ん
で
始
め

て
例
外
と
な
る
の
で
あ
っ
て
「
野
」
の
訓
が
「
ヌ
」
で
あ
っ
た
古
形
の
存
在

や
書
紀
の
表
記
法
の
傾
向
ー
同
一
歌
中
で
一
字
を
二
音
に
複
用
し
た
例
が
他

に
見
ら
れ
た
い
こ
と
ー
を
考
へ
る
と
、
訓
に
難
点
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
し
た
が
つ
て
必
ず
し
も
例
外
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
一
歌
中
・
同
一
場
所
に
お
い
て
一
字
を
二
音
に
複
用

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
例
は
上
代
の
文
献
に
無
い
で
は
な

い
。
即
ち
前
出
の

「
菟
司
瑳
破
赴
机
許
瑳
回
（
十
一
•
5
8
)
」
の
他
に

い
等
已
躙
居
加
斯
支
夜
比
躙
乃
躙
己
等
（
元
興
寺
露
盤
銘
）

止
与
躙
挙
奇
斯
餃
移
比
躙
天
畠
（
元
興
寺
丈
六
釈
迦
仏
光
背
銘
）

等
已
躙
居
加
斯
支
移
比
躙
乃
躙
己
等
（
天
寿
国
曼
茶
羅
繍
帳
銘
）

吉
多
斯
比
畷
乃
囀
己
等
（
天
寿
国
曼
茶
羅
繍
帳
銘
）

②
阿
躙
図
痢
躙
廉
怒
唄
施
底
（
日
本
書
紀
巻
十
七

•
9
6
)

③
吾
爾
叫
保
波
叫
（
万
葉
集
巻
九
・
一
六
九
四
）

等
で
あ
る
。

甲
甲

①
の
「
比
鴨
」
は
「
姫
」
に
相
当
す
る
か
ら
「
」
と
訓
み
た
い
と
こ

ヒ
メ

ろ
で
あ
る
が
、
露
盤
銘
ヽ
．
丈
六
銘
．
繍
帳
銘
に
現
は
れ
た
「
鴨
」
は
「
比

鴨
」
の
場
合
を
除
け
ば
、
す
べ
て
「
月
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る

甲
甲

か
ら
、
字
母
の
使
用
例
か
ら
す
れ
ば
「
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
比
鴨
」

ヒ
ミ

に
限
ら
れ
、
推
古
朝
の
遺
文
に
の
み
現
ほ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
「
汀
祠
」
に
は

「
比
売
」
と
い
ふ
表
記
法
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
比
鴨
」
は

は心
13]

「
甲
甲
」
で
あ
り
、
春
日
政
治
先
生
の
言
は
れ
る
や
う
に
古
形
で
は
な
い
か

甲
甲

ヒ
ミ

と
思
は
れ
る
。
さ
う
で
な
く
て
も
、
絶
対
に
「
」
と
訓
ま
ね
ば
な
ら
な

ヒ
メ

い
理
由
は
な
い
か
ら
確
哭
な
例
と
は
な
し
難
い
。

甲
甲

②
の
「
阿
都
図
咀
」
は
「

r

」
と
訓
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
訓
み
に

甲

ト
ト
リ

従
へ
ば
、
同
一
歌
中
で
「
都
」
を
「
ツ
」
「
卜
」
二
音
に
複
用
し
た
例
と
な

甲

る
。
し
か
し
「
都
」
を
「
卜
」
の
仮
名
に
使
用
し
た
の
は
こ
れ
が
唯
一
の
例

で
あ
り
、
同
歌
に
現
は
れ
る
他
の
五
例
は
勿
論
、
書
紀
に
見
え
る
「
都
」
ほ
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す
べ
て
「
こ
の
仮
名
で
あ
る
が
ら
「
阿
躙
図
呵
」
の
「
都
」
は
特
殊
な
表

記
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
書
紀
以
外
の
上
代
文
献
に
お
い
て
も
「
都
」
を

「
国
」
の
仮
名
に
使
用
し
た
の
は
、
方
葉
集
の

安
躙
宿
醐
年
足
（
四
•
六
六
一

1一
の
題
詞
）

安
躙
扉
娘
子
（
四
・
七
一

0
の
国
詞
）

二
例
、
正
倉
院
文
書
の
「
安
躙
雄
足
」
、
続
紀
宣
命
の
「
安
都
堅
石
女
（
読

紀
五
十
三
詔
）
」
、
逸
文
風
土
記
（
筑
紫
国
）
の
「
逸
都
」
等
、
二
三
の
固

有
名
詞
に
限
ら
れ
、
専
ら
「
ツ
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

ほ
、
大
い
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寧
ろ
「
都
」
が
「
卜
」
の
仮
名

に
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
平
安
朝
で
あ
る
か
ら
、
書
紀
の
「
阿
躙
図
咽
」
を

「
」
と
訓
む
こ
と
自
体
真
に
臭
様
に
思
は
れ
る
。
按
ず
る
に
、
こ

甲
甲

ト
ト
リ

甲

ア
心
ご
ァ
ッ
ト
リ
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
（
有
坂
梼
士
も
「
ァ
叶

ト
リ
」
か
も
知
れ
な
い
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
「
上
代
音
韻
敦
p
6
6
」
)
意
味
は

従
来
の
通
り
「
後
」
と
見
る
の
で
あ
る
。
も
し
「
後
」
の
意
味
に
「
ア
ッ
」

と
い
ふ
訓
が
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
敢
へ
て
こ
の
様
な
特
殊
な

表
記
を
し
た
の
は
変
字
怯
の
た
め
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
も
確
実

な
例
と
は
な
し
難
い
。

③
の
「
吾
爾
尼
保
波
尼
」
に
対
す
る
従
来
の
躙
み
は
「
ワ
レ
ニ
ー
ー
ホ
〈

ネ
」
で
あ
る
。
こ
の
訓
に
よ
れ
ば
、
朗
ら
か
に
同
一
歌
に
お
い
て
「
尼
」
を

「
二
」
「
ネ
」

1

一
音
に
複
用
し
た
例
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
筆
録

者
は
は
た
し
て
「
ニ
ホ
ハ
ネ
」
と
訓
む
べ
く
表
記
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
も

し
「
―
―
ホ
ぐ
ネ
」
と
訓
む
べ
く
表
記
し
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
表
記
法
に
お

け
る
唯
一
の
例
外
と
な
る
。
「
―
ー
ホ
ハ
ネ
」
「
ニ
ホ
〈
二
」
の
両
形
が
存

し
、
し
か
も
表
記
し
た
字
母
が
「
二
」
「
ネ
」

1H1
日
に
複
用
さ
れ
る
仮
名
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
ま
4

の
字
面
で
ほ
「
―
-
＊
ぐ
ネ
」
「
＿
一
ホ
ハ
＝
」
両
方
の

訓
が
可
詣
と
な
る
。
そ
れ
故
、
も
し
筆
録
者
が
絶
対
に
｀
「
ワ
＞
―
ー
ニ
ホ
ハ

ネ
」
と
訓
ま
せ
た
い
ー
実
際
ぱ
そ
れ
程
意
識
し
て
ほ
い
な
か
っ
た
で
あ
ら
う

が
、
意
識
外
に
抽
象
的
実
在
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ー
と
思
へ

ば
、
こ
の
や
う
な
曖
昧
な
表
記
法
で
な
く
、
も
っ
と
別
の
表
記
法
に
よ
っ
た

に
祖
違
な
い
。
か
や
う
に
伝
逹
を
誤
ま
ら
せ
た
り
、
さ
ま
た
げ
た
り
す
る
と

思
は
れ
る
時
に
は
、
清
濁
表
記
、
音
仮
名
、
訓
仮
名
の
別
を
と
ほ
ず
、
絶
対

に
曖
味
な
表
記
法
を
し
な
い
の
が
上
代
人
の
表
記
法
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に

潜
む
用
字
意
識
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
「
吾
爾
尼
保
被
尼
」
と
表
記
さ
れ
た

字
固
を
見
た
場
合
、
当
時
の
人
々
は
恐
ら
く
「
ワ
＞
ニ
ー
ー
ホ
ハ
―
-
」
と
訓
ん

だ
に
相
迎
な
い
。
「
尼
保
波
尼
」
の
上
の
「
尼
」
は
問
題
な
く
「
二
」
と
し

か
訓
め
ず
、
こ
の
「
尼
」
か
ら
類
推
し
て
、
下
の
「
尼
」
も
「
―
-
」
と
訓
む

の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
按
ず
る
に
「
吾
爾
尼
保
波
尼
」
は
「
ワ
＞

ニ
ー
ー
ホ
ぐ
一
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
、
同
一
歌
中
で
一
字
を

1

一
音
に
複
用
し

た
例
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
「
―
-
＊
ぐ
こ
の
「
二
」
は
「
奈
利
乎

斯
肱
佐
爾
（
万
葉
巻
五
・
八

0
1
)」
の
「
爾
」
と
同
じ
で
あ
り
「
周
保
波

叫
」
と
「
尼
」
字
を
使
用
し
た
の
は
「
吾
爾
」
と
「
爾
」
が
上
に
あ
る
た

め
、
同
字
の
璽
な
り
を
さ
け
て
異
っ
た
文
字
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
万
葉
集

[註
14]

に
お
け
る
変
字
怯
の
現
ほ
れ
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
尼
」
字
を
用
ゐ
た
の
で

あ
り
「
ニ
ホ
ハ
―
-
」
の
上
の
「
尼
」
に
引
か
れ
て
、
下
の
「
―
-
」
の
表
記
に

も
「
尼
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
因
み
に
、
万
葉
集
巻
九
に
お
け
る

「
尼
」
字
の
使
用
は
四
例
で
あ
り
、
「
叫
保
波
叫
」
の

1

一
例
を
除
け
ば
、
凶

「
妻
依
来
西
叫
妻
常
言
長
柄
（
一
六
七
九
）
」
、

IBl
「
在
衣
辺
著
鳳
扇
」
の

1

一
例
で
あ
る
。
二
例
と
も
「
ネ
」
と
訓
ま
れ
て
あ
る
が
、
凶
は
同
歌
の
「
一

云
燭
賜
躙
毛
婦
云
長
柄
」
か
ら
し
て
「
二
」
と
も
訓
め
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
閻
は
「
こ
「
ネ
」
何
れ
に
訓
む
か
決
定
出
来
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
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は
直
接
関
係
し
な
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
や
う
に
考
祭
し
て
く
る
と
、
同
一
歌
中
や
同
一
場
所
に
お
い
て
、
同

字
を
二
音
・
三
音
に
複
用
し
た
確
実
な
例
は
上
代
文
献
に
は
全
く
見
出
し
得

な
い
。
日
本
轡
紀
に
見
え
る
一
字
を
二
音
・
―
―
一
音
に
複
用
し
た
例
は
使
用
巻

を
巽
に
し
て
ー
少
く
と
も
同
一
歌
中
に
は
硯
は
れ
な
い
ー
偏
在
し
て
を
り
、

筆
録
者
の
相
違
・
筆
録
者
の
統
一
意
識
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
た

ふ
ね

が
つ
て
、
「
嘉
叫
露
土
）
」
「
急
屑
貪
に
）
」
「
信
（
船
）
」
の
如

く
、
同
字
を
二
音
・
三
音
に
複
用
し
た
例
が
日
本
書
紀
に
存
在
す
る
か
ら
と

い
つ
て
、
使
用
巻
の
相
違
等
の
諸
条
件
を
全
く
考
慮
に
入
れ
ず
、
こ
の
や
う

な
表
記
法
を
認
め
、
他
の
文
献
に
迄
適
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
0

,

0

拙
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
醐
田
良
輔
先
生
、
春

H
和
男
先
生
ょ

n
色

々
御
数
示
を
載
い
た
。
こ
A

に
記
し
て
感
謝
〇
意
を
捧
げ
る
。
又
有
盆

な
助
言
を
戴
い
た
大
野
透
氏
、
森
山
降
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

附
記
橋
本
進
吉
博
土
以
末
同
様
な
問
題
を
取
扱
っ
た
論
文
は
有
坂
秀
世
拇

士
、
大
野
晋
氏
の
論
考
0

他
数
節
に
及
ぶ
。
そ
の
主
な
も
の
は

永
田
吉
太
郎
氏
「
上
代
ヌ
ー
平
El

考
（
國
学
院
雑
誌
昭
1
0
.
7
.
8
)
」

森
田
も
と
氏
「
上
代
に
於
け
る
ヌ
及
び
ノ
の
甲
類
心
仮
名
に
つ
い
て

上
・
下
（
國
文
・
國
史
第
一
巻
ニ
・
ニ
一
号
）
」

浜
田
政
義
氏
「
上
代
文
款
に
於
け
る
野
宇
3

訓
（
國
文
学
第
八
サ

関
西
大
学
）
」

安
田
喜
代
門
氏
「
上
代
に
於
け
る
仮
名
逍
（
上
代
日
本
文
学
講
座
）
」

筏
勁
氏
「
正
倉
院
文
薔
大
宝
戸
藉
3

人
名
仮
名
に
於
け
る
「
奴
」

「
怒
」
に
就
い
て
（
上
代

H
本
文
学
論
其
所
牧
）
」

「
上

等
で
あ
る
。
前
二
者
は
有
坂
博
士
・
大
野
氏
の
詭
と
略
同
様
な
諒
で
あ

り
、
誤
田
氏
は
龍
屈
ゅ
如
く
「
ヌ
」
に
二
類
を
認
め
、
そ
れ
は
ア
ク
セ

ン
ト
の
相
迎
に
よ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
野
氏
の
論
文

が
批
判
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
後
一
一
者
は
「
ヌ
」
に
も
「
ノ
」
に
も
区

別
を
認
め
ず
、
「
奴
」
「
努
」
「
怒
」
は
固
じ
く
「
ヌ
」
の
仮
名
と
さ

れ
た
。
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
一
言
附
記
す
る
。

〔
誌
1
〕
す
で
に
有
坂
秀
世
拇
土
は
大
野
氏
と
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
。

代
音
韻
敦
p
4
i
p
7
•
P
5
4」
参
照

〔
註
2
〕
誂
ー
に
同
じ

〔
註
3u
〕
色
々
あ
る
が
非
常
に
著
し
い
相
違
を
示
す
と
御
野
國
味
蜂
間
郡
春

乎
ト

部
里
の
戸
籟
は
「
兒
志
叶
鵜
寮
ぐ
―
」
の
如
く
「
ツ
」
と
い
ふ
字
母

A
女

を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
総
数
十
ニ
ヶ
所
、
こ
の
里
の
戸
籟
に
の
み
見
え
る

宇
苺
で
あ
る
。
同
本
袋
郡
栗
柄
太
里
の
戸
緑
は
「
下
々
戸
主
都

LI志

」
の
如
く
「
ム
」
と
い
ふ
字
母
を
使
用
し
て
ゐ
る
の
は
、
こ

年
肝
二

正
丁

の
里
cO
使
用
字
鉦
の
特
色
で
あ
る
。
同
加
毛
郡
宇
布
里

3

戸
籍
が

「
H
々
手
妻
物
叶
小
広
賣
年
廿
八
」
と
「
部
」
の
略
体
文
字
「
マ
」

正
女

を
使
用
し
て
ゐ
る

CO
は
、
他
の
里
に
対
す
る
使
用
字
苺
0

特
徴
と
い

ふ
こ
と
が
出
来
る
。

〔
註
4
〕
す
で
に
大
野
晋
氏
「
日
本
語
勁
詞
0

活
用
形

co
起

源

に

つ

い

て

（
図
語
と
図
文
学
昭
2
8
.
6
)
」
や
大
野
透
氏
「
古
代
國
語
母
音
考

拿
口
声
学
会
会
罪
公
一
抄
）
」
が
言
っ
て
を
ら
れ
る
。

〔
註
5
)
大
野
晋
氏
二
奈
良
時
代
の
ヌ
と
ノ
の
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
（
万
葉

第
十
二
号
）
」
参
照

〔
註
6
〕
沢
潟
久
孝
博
士
「
万
葉
集
訓
詰
の
方
法
（
万
葉
媒
大
成
4
訓
詰
節
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下
p
2
1
)
」
参
照

〔
註

7
〕
有
坂
博
土
「
國
語
昔
韻
史
の
研
究

p
8
6
」
「
上
代
昔
韻
吹

p
5
i
`

6
」
は
こ
の
例
を
二
蒐
痴
と
し
て
認
め
ら
れ
、
大
野
氏
も
博
士
に
従

ば
れ
た
。
＿

〔
註

8
〕
吉
沢
義
則
博
士
「
万
葉
集
に
用
ゐ
ら
れ
た
ユ
リ
・
ュ
・
ヨ
リ
・
ヨ

に
つ
い
て
（
國
語
國
文
の
研
究
所
牧
）
」
参
照

〔
註

9
〕
「
万
葉
集
研
究
の
一
態
度
ー
文
字
遣
研
究
に
関
す
る
覚
書
と
し
て

ー
（
國
語
と
國
文
学
第
十
巻
―
―
号
）
」
参
照

〔
註
1
0
〕
「
万
葉
集
校
定
の
研
究

p144
」
参
照

〔
註
1
1
〕
「
奈
良
時
代
の
ヌ
と
ノ
の
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
（
万
葉
第
十
二
号

p
2
2
)
」

〔

lit12
〕
拙
稿
「
上
代
人
の
用
字
意
識
と
用
字
法
（
未
発
表
）
」

霰
13
〕
「
昭
和
一
一
十
八
年
度
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
講
義
」

〔
註
14
〕
拙
稿
「
同
昔
節
反
狡
の
場
合
の
用
宇
法
に
つ
い
て
1
万
葉
集
を
中

心
と
し
て
ー
（
万
葉
第
十
二
号
）
」
参
照

後
記
本
稿
は
昭
和
三
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
柿
助
質
に
よ
る
研

究
の
．
一
部
で
あ
る
。
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